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（午前９時５９分 開会） 

○増永和起委員長 ただいまから民生常

任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、福住委員

を指名します。 

 それでは、先日に引き続き認定第１号所

管分の審査を行います。 

 先日の質疑に続き、森西委員。 

○森西正委員 おはようございます。 

 それでは、２回目の質問をさせてもらい

ます。 

 まず、国際交流事業です。今後、どうい

う方向性で考えていかれるのか、お答えい

ただきたい。また、中国の蚌埠市との友好

交流事業です。これも、政治的な部分があ

り、今後どういう方向で進めようと考えて

いるのか、お聞かせいただきたい。 

 続いて、自治活動推進事業です。自治会

の中身等についてはお聞かせをいただい

て分かりました。何か自治会に対しての加

入とか、そういう条例をつくられると聞い

ています。今後どういうスケジュールかお

聞かせいただきたい。 

 続いて、自治活動推進事業の地域活性化

補助金についてです。中身が変わったとい

うことです。どのように変わったのか、お

聞かせいただきたい。 

 あと、正雀市民ルーム、文化ホールにつ

いて、コロナ前と比べて、どのような変化

があったのかお聞かせいただきました。コ

ロナ前と比べて、令和４年度は、まだ回復

をしてないような数字であります。今後５

年度について検証していただき、戻らない

ということであったら何で戻らないのか

の検証が必要だと思いますので、改めて質

問させていただきます。 

 続いて、文化振興事業のイベントガイド

です。このイベントガイドは、今、秋の部

分の記載です。秋は行事、イベントがいっ

ぱいだから作成されているのは分かりま

すが、１年間を通しての作成のお考えはな

いのか、お聞かせいただきたい。 

 続いて、コミュニティプラザ管理事業で

す。この件に関してもコロナ前と比べて、

令和４年度に関しては復活をしていない

数字です。改めて質問させていただきます。

令和５年度も教えていただきたい。 

 市民活動支援事業の解体撤去工事の中

身を教えていただきたい。 

 次に、コミュニティセンターです。福住

委員も質問されていました。１回目で聞か

なかったのですが、コロナ前と比べて、利

用がどうなったのか教えていただきたい。 

 続いて、個人番号カードです。中身に関

して、ご答弁いただきました。今後、本市

として国に対して何か申していくとか、何

かあるのかお聞かせいただきたい。 

 次に、休日窓口開庁です。１回目で、中

身等をお聞かせいただきました。今後どう

いう方向で進んでいくのかお聞かせいた

だきたい。 

 続いて、地区市民体育祭の補助事業です。

今年、開催をされている地区と開催をされ

ていない地区があります。今後行政の立場

で、開催されている地区と開催されてない

地区をどう考えていくのかお聞かせいた

だきたい。 

 続いて、体育施設維持管理事業です。空

調の内訳とコロナ前についてお聞かせい

ただきました。次の温水プールと合わせ要

望とさせてもらいます。コロナ前とコロナ

後の令和５年度等の利用がどうなるのか、

また改めてお聞かせいただきたい。 

 続いて、社会福祉関係団体の補助事業で

す。民生委員について、お聞かせいただき

ました。状況は分かりました。本市は、欠
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員状態になっていますが、国から、欠員に

対して、何か示しがあるのかお聞かせいた

だきたい。 

 続いて、新型コロナウイルスの感染症対

策の検体採取の補助事業です。医療機関に、

補助をされたということです。摂津市独自

です。医師会から大変感謝をされているよ

うであります。 

 今後、このようなことがあれば、医師会

と連携をしながら進めていっていただき

たい。要望として終わります。 

 続いて、新型コロナウイルス感染症の部

分で様々今申し上げました。検体だけでな

く、全てに関して臨機応変に医師会、医療

機関と対応していただきますようにお願

いします。 

 続いて、せっつ高齢者かがやきプランで

す。今後の方向性をどう考えられているの

か、お聞かせいただきたい。 

 続いて、新型コロナウイルスの感染症対

策の介護サービス事業所の補助金事業に

ついてです。この次の物価高騰対策の介護

サービス事業所等支援事業の補助対象と

なる事業所と同じと思われますが、この残

額に乖離があります。その点の理由をお聞

かせいただきたい。 

 続いて、独り暮らしの高齢者等の安全対

策です。独り暮らしの登録者の訪問、また

７５歳到達者訪問について、どのように効

果があったのか、教えていただきたい。 

 続いて、みきの路です。待機に関しては

お聞かせをいただきました。この点に関し

ては、以前からも質問と要望をさせていた

だいています。摂津市立みきの路のような

施設を持つところは、摂津市が特有であり

ますけれども、それはもう市民から大変喜

ばれております。まず、その待機者をいか

になくしていくか、待機者がいると、例え

ば在宅グループホームに、重度の方がとい

う状況になり、そこに流れていきます。そ

うではなく、重度の方が入所できるところ

を確保していくべきだと思います。 

 もう一つの問題は親亡き後の生活をど

うしていくのかを考えていかなければな

らない。そこは、例えば増設をするとか、

もしくは新たにとかを、市としてぜひとも

考えていただきたい。それが無理であれば、

三島、大阪府ということを考えていただき

たい。恐らく、他市でも待機者はおられる

と思いますので、要望としてお願いします。 

 続いて、がん検診、健診関係に関してで

す。コロナ前ということでお聞かせをいた

だきました。コロナ前よりも受診率が高く

なるように、ぜひとも検討していただきた

い。要望とします。 

 次に、斎場です。 

 まず、計算しますと年間で１，２００件

以上の使用があって、１日平均すると、４

件近くなってくるわけです。団塊の世代の

方が後期高齢になってきていまして、さら

に斎場の利用頻度が高まってくるだろう

と思います。今で、１日４件近くなってき

ており、根本的にあふれてくるというか、

摂津市だけであればいいが、他市からもと

いうことであれば、そこのところの問題は、

解決をしていかなければならないと思い

ます。今後、斎場が大丈夫なのか教えてい

ただきたい。 

 次、葬儀会館の管理運営事業です。自治

会に回覧をちょうど配られたところです。

葬儀会館と企画葬儀ということで、配られ

たところです。恐らく担当課としては利用

を増やすことも含めて、回覧をされたと思

います。今までにないような試みでされた

と思います。その点、お考えをお聞かせい

ただきたい。 
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 続いて、墓地の管理事業です。今は、無

縁墓もないということでありますので、こ

れからも管理はしっかりしていただいて、

放ったらかしにならないようによろしく

お願いします。要望とします。 

 続いて、ごみ収集処理事業です。不燃の

件で聞かせていただきました。不燃の量が

少なくなったので減額、残額がということ

であります。特に不燃ですけれども、令和

５年から茨木市との広域ごみ処理が開始

されていますが、５年後はどうなっていく

のかお聞かせをいただきたい。 

 続いて、エコアクション２１です。平成

２８年に申請があってからないというこ

とであります。今後、検討されるという答

弁でありましたので、そこは検証していた

だきますように、また、ご報告いただきま

すようによろしくお願いします。 

 廃棄物の広域処理推進事業の負担金で

す。これは茨木市への負担金です。令和４

年度と令和５年度の流れはお聞きをしま

した。今後の負担金、どういう流れになる

のか教えていただきたい。 

 し尿収集事業です。今後どういう流れに

なるのか教えていただきたい。 

 続いて、ごみ処理施設の維持管理事業で

す。そこの修繕の件をご答弁いただきまし

た。６月に、鶴野地域の施設再編の説明会

をされましたが、その後、どういう流れに

なっているのかお聞きします。今後、どう

いう方向で進められるのか、ご答弁をいた

だきたい。 

 続いて、農業振興に関してです。生産緑

地が切れて、そこを特例延長するのか、開

発をするのかということです。その状況の

中で、摂津市の農地はどういう状況になっ

たのか、お聞かせいただきたい。 

 続いて、鳥飼なす保存奨励事業です。収

穫に関してお聞かせをいただきました。令

和３年度は採れて令和４年度は少なくな

っている。農作物ですから、そういうこと

はあると思いますが、鳥飼なすがふるさと

納税となればと思っているんです。ふるさ

と納税で鳥飼なすをという考え、実際無理

なのかお聞かせいただきたい。 

 市民農園に関してはお聞きをしました。

市民の方が、緑に触れ農業ができるよう、

ぜひともこれから考えていただきたい。 

 続いて、産業振興アクションプランです。

商品券等でもお話をさせていただきまし

た。飲食店以外の産業に関してです。いろ

いろと今まで取組はされているとは思い

ます。摂津市は約４，０００の事業所があ

り、中小企業が多くあります。その中小企

業に対して製造業含め、こうしていくとい

う考えを述べていただきたい。よろしくお

願いします。 

 それと、商品券、スクラッチカード、グ

ルメクーポンです。例えば、摂津市外に住

まれている職員に購入をしていただいて、

摂津デーとか、大阪市は、大阪市民が限定

でなくされており、コマーシャルもされて

います。摂津市の場合は購入いただいてと

いうことであります。今回は購入をいただ

いてという形ではないんですけれども、そ

れを摂津市民だけではなく、例えば市外の

方に購入をいただいてとか、そういう考え

がないのかお聞かせいただきたい。 

 企業立地です。大企業、中小企業はお聞

かせいただきました。 

 なかなか中小企業の方にできればいい

んでしょうけれども、施設を造ったり建物

を建てたりということであれば、そこは大

企業が多くなってくる。中小企業の方が優

遇できるようなとか、他市でも、復興の企

業立地で新たにつくられて、摂津市に似た
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ような部分をつくられてきていると思い

ます。そうすると、本市はさらにそれ以上

のものを考えていかなあかんと思います。

その点は要望とさせていただきます。同じ

内容であったら、摂津市ではなくてほかの

市になったり、摂津市よりもいい中身であ

ったら、そちらに進出をしようとなると思

います。だから、摂津市が、他市の制度よ

りもすぐれているという中身で進んでい

ただきたい。もし他市が摂津市の制度に近

づいてくれば、それ以上の制度をつくって

いかなあかんと思います。そういう考えで

よろしくお願いします、要望です。 

○増永和起委員長 森西委員の質問です

が、整理をさせていただきます。 

 ５番目のフォルテとか正雀市民ルーム、

文化ホール、ここは要望です。 

 １７番目生活困窮の支援金の残額、２回

目はなしとします。 

 ３５番目、ふるさと納税の分は、ふるさ

と納税そのものは総務建設常任委員会の

管轄ですので、民生常任委員会として答え

られる範囲でお願いします。 

 それでは、答弁を求めます。 

 川本副理事。 

○川本生活環境部副理事 それでは、自治

振興課に係ります２回目のご質問にお答

え申し上げます。 

 まず、国際交流事業のバンダバーグ市と

の交流で、今後どのような方向性というお

問いでございます。 

 バンダバーグ市とは、今年度におきまし

ても令和３年度に引き続き、とりかいこど

も園の園児とフォレストビュー幼稚園の

園児がＺｏｏｍでオンライン交流を実施

する予定としております。また、コロナ前

には、高校生の短期留学やホームステイと

いった交流がございました。今後、こうい

ったことも徐々にですが再開できるよう

に、国際交流協会とも連携しながら関係機

関と調整を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 続きまして、蚌埠市との交流、今後どの

ような方向性でとのお問いでございます。 

 今年度に入りまして、蚌埠市のある中国

安徽省で６月に、東アジア地域の包括的経

済連携、ＲＣＥＰというんですが、その地

方政府・友好都市協力フォーラムが開催さ

れるということで、森山市長へお祝いのメ

ッセージ依頼がございましたので、市長の

メッセージを送付しているところでござ

います。また、本市におきましても、今月

の２９日、次の日曜日ですけれども、国際

交流協会の３０周年記念式典がございま

すので、蚌埠市にお祝いのメッセージをお

願いし、蚌埠市長からメッセージをいただ

いたところでございます。 

 このように、事務担当者レベルでの連絡

は取り合っておりますので、今後もこうい

ったことを継続してまいりたいと考えて

おります。 

 続きまして、条例制定の今後のスケジュ

ールでございます。 

 条例につきましては、自治連合会から、

昨年５月に自治会のみならず地域のこど

も会、老人クラブ、校区福祉委員会などの

団体や市民活動団体、事業者などが連携し、

地域の活性化が図られる条例の制定のご

要望をいただいているところでございま

す。 

 ご要望から１年以上が経過し、遅くには

なりましたけれども、今年６月には庁内の

職員で構成する地域コミュニティの活性

化に向けた条例制定検討委員会を設置し、

条例制定に向けて検討を開始したところ

でございます。 
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 条例制定検討委員会は、生活環境部長を

委員長として、委員には地域団体を所管す

る課、例えば自治会でありますとか、こど

も会、老人クラブ、民生児童委員、ＰＴＡ

などの団体を所管する課の職員で構成し、

自治振興課が事務局となって条例に規定

する内容等について検討を進めておりま

す。 

 条例制定までのスケジュールでござい

ます。庁内職員による検討委員会を月１回

程度開催し、今年度末頃には検討委員会に

おいて条例の素案といいますか、たたき台

といいますか、そういったものを作成して

まいりたいと考えております。 

 来年度の上半期になろうかと思います

けれども、その素案を地域団体に提示して、

地域団体のご意見を聴いてまいりたいと

思っております。地域団体のご意見を反映

できるところは反映して素案を修正し、来

年秋頃には条例案について広く市民の意

見を聴くため、パブリックコメントの実施

もしてまいりたいと考えております。 

 パブリックコメントでの意見を反映で

きるところは反映して、令和６年度末の令

和７年第１回定例会に条例案を提出する

予定で、現在作業を進めております。 

 続きまして、地域活性化事業補助金、ど

のように変わったのかというお問いでご

ざいます。 

 地域活性化事業補助金につきましては、

令和４年度から１事業に係る補助対象経

費の２分の１以内であれば、事業の実施に

必要な備品の購入についても補助の対象

となるよう制度を変更しております。 

 また、令和５年度におきましては、単位

自治会への支援を手厚くするよう、自治会

活動報償金への組替えを行っております。 

○増永和起委員長 次に、妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 それでは、イベ

ントガイドの発行時期、それから、対象期

間について、お答えをいたします。 

 イベントガイドにつきましては、委員も

おっしゃいましたとおり、文化やスポーツ

の行事が多く開催されている秋の時期で

ございますので、その時期に絞って掲載し

ておるものでございます。 

 １年間ということでありましたら、年度

当初に発行ということになろうかと思い

ます。その時点では、日程や会場の予定は

しておりますけれども、出演される市民の

方々も未定となっている場合もございま

すので、より詳細に企画の打合せができて

いる状態で内容を整理いたしますことか

ら、今後も文化スポーツイベントの集中す

る時期に絞った発行とすることで考えて

おります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 川本副理事。 

○川本生活環境部副理事 それでは、市民

活動支援センター解体撤去工事の中身の

お問いでございます。 

 市民活動支援センターは、以前正雀本町

１丁目にあった建物でございます。その建

物につきましては、平成１３年に市民の方

から寄附を受けまして、それ以降市民活動

団体の活動拠点として長らく使用されて

おりました。しかしながら、その建物は昭

和３８年に建築され、老朽化が進んでいた

ことに加え、平成３０年の大阪北部地震に

より建物に損傷が生じましたことから、平

成３１年３月をもって閉鎖しておりまし

た。 

 その後、建物の取扱いについて、庁内で

協議をした結果、耐震性に問題があるとの

ことから、令和４年度に解体撤去工事を実

施したものでございます。 
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 続きまして、別府コミュニティセンター

のコロナ前と比べての稼働率でございま

す。 

 コロナの影響が全くなかった平成３０

年度と比べますと、平成３０年度の稼働率

が２４．４％、令和４年度の稼働率が２１．

７％でございました。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森口課長。 

○森口市民課長 それでは、市民課に係り

ます二つのご質問にお答えさせていただ

きます。 

 まず、質問番号１０番、マイナンバーカ

ードの要望の件でございます。 

 毎年ブロックごとに大阪府へ要望を上

げて、大阪府から国へ様々な要望をさせて

いただいております。 

 今、実際に窓口で起こっていることとし

ましては、マイナンバーカード所持者の転

入時の手続が非常に煩雑であることが挙

げられます。マイナンバーカード所持者の

転入に際しては、もう既にカードの所有者

が７０％を超える中、異動に伴う署名用電

子証明書の再設定や、カードそのものに新

しい住所を裏書する作業、ＩＣチップ内の

券面事項の更新等カード関連の手続が非

常に煩雑でございます。 

 そのため、マイナンバーカードを持たな

い住民のほうが異動手続が短時間で終わ

ってしまう逆転現象が生じております。こ

ういった手続の簡素化を要望してまいり

ます。 

 また、国は、今後認知機能が低下した高

齢者等が利用しやすくするために暗証番

号不要のマイナンバーカードの導入方針

を決めております。まだ詳細は不明なとこ

ろがございますが、新しい制度が導入され

ますと、非常にトラブルが起こりやすくな

りますので、そういったところの要望も上

げさせていただきたいと考えております。 

 続きまして、質問番号１１番、休日開庁

の今後の方針でございます。 

 マイナポイント第２弾が終了したため、

休日開庁につきましては、今月から定例の

月１回に戻しております。今後は、件数が

落ち着き、窓口にゆとりが出てくるため、

従来はマイナンバーカードの交付業務の

みをしていましたが、それに限定するもの

ではなく、新たにマイナンバーカードの申

請業務や健康保険証、金融口座との紐づけ

支援、それからマイナンバーカードに関す

る業務を広く対象に加えて、市民ニーズに

応えていく方針としております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 それでは、地区

体育祭の実施補助についての今後の考え

方でございます。 

 一度停滞してしまった地域行事につい

ては、地域住民の参加意識ですとか、担い

手の機運醸成といったことで、再開が難し

いものとは認識をしております。 

 しかしながら、これは令和５年度の話に

なりますが、地区市民体育祭を再開される

地区も多数ございます。その中で、より地

域の方が参加しやすい内容を企画して実

施される事例も伺っております。引き続き

各地区に対して体育祭の開催を働きかけ

るとともに、こういった先進事例の情報提

供といったことにも取り組んで、身近なス

ポーツ活動である地区体育祭の実施を支

えてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 浅尾課長。 

○浅尾保健福祉課長 それでは、保健福祉

課に係りますご質問に答弁をさせていた
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だきます。 

 民生委員の関係で国の動向のお問いで

ございました。 

 令和４年度の一斉改選における全国の

民生委員の委嘱率は、前回の一斉改選後の

９５．２％から９３．６％と、水準が低下

をいたしております。 

 国による具体的な動向は、現時点で示さ

れてはおりませんけれども、原因となった

要因としては、高齢でも働く方が増えてい

ること、それから、地域活動の希薄化、ま

た、担い手の負担増などが挙げられるもの

と認識をいたしております。 

 今後につきましても、地域から推薦があ

った方を中心に選出、委嘱を行ってまいり

たいと考えております。市といたしまして

も、民生委員の役割の理解、意義について

もしっかりと説明を行い、また環境整備の

取組として、本来業務以外の地域の負担業

務等の必要性の精査、あるいは簡素化を図

ることで個々の負担軽減を図ってまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 せっつ高齢者かが

やきプラン推進事業、今後の方向性につい

てお答えいたします。 

 先日のせっつ高齢者かがやきプラン推

進審議会におきまして、第８期計画の総括、

それを踏まえた第９期計画の体系・骨子案

を提示しまして、ご議論いただきました。 

 第９期せっつ高齢者かがやきプランに

おきましては、団塊ジュニア世代が６５歳

以上となる２０４０年（令和２２年）を見

据え、高齢者に係る制度が地に足のついた

持続可能な制度となりますよう、地域包括

ケアシステムの深化、推進を目指し、計画

策定を進めてまいります。 

 とりわけ、介護予防の推進、ひとり暮ら

し高齢者等への支援、認知症高齢者や家族

への支援、医療・介護連携、介護人材の確

保につきまして、重点的に取り組んでいく

必要があると考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 細井課長。 

○細井高齢介護課長 それでは、新型コロ

ナウイルス感染症対策補助金と物価高騰

対策支援金の残額の差について、ご答弁申

し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症対策補助金

の補助申請につきましては、領収書等の管

理など支払実績に係る書類作成が必須と

なるため、事務負担から積極的に申請され

ない事業所が見受けられたこと、また、衛

生用品につきましては、事業者連絡会等か

ら給付されるため、改めて購入しないとす

る事業所が見受けられたことが主な要因

と考えております。 

 一方、物価高騰対策支援金につきまして

は、こういった支払実績等の書類作成はな

かったものの、依然として提出書類作成に

係る事務負担から一部申請されない事業

所がございましたが、そういったところで

差が出てきたものと承知しております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 ひとり暮らし高齢

者等安全対策事業のひとり暮らし登録者

訪問、７５歳到達者訪問の効果についてお

答えいたします。 

 ライフサポーターが個別に訪問を行う

中で、本人の心身の状況を確認したり、困

り事の相談を受けたりしておりまして、訪

問をきっかけとして、介護保険や介護保険

以外の高齢福祉サービス等の支援につな

げております。ひとり暮らし登録者への訪
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問により、介護保険、高齢福祉サービスに

つなげた件数としましては、令和４年度に

おいて、介護保険につなげた件数が３１件、

介護保険以外の高齢福祉サービスにつな

げた件数は１３件でございました。 

 ７５歳到達者への訪問につきましては、

令和４年度は介護保険につなげた件数が

１件、介護保険以外の高齢福祉サービスに

つなげた件数は２５件でございました。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森口課長。 

○森口市民課長 それでは、市民課に係り

ます二つのご質問にご答弁させていただ

きます。 

 まず、質問番号２６番、斎場でございま

す。 

 日本は高齢化社会が一段と進んでおり

まして、先日の報道によりますと、去年１

年間の全国の死者数は、初めて１５０万人

を突破したとあります。死者が増えると必

然的に火葬件数も増えることとなります

が、摂津市も火葬件数は年々増加傾向にあ

ります。 

 先ほど、市外者のお話がございました。

特に、ここ３年は市外者の件数比率が高く

なる状況にございました。令和３年度には、

市外者比率が過去最多の２６．２％に達し

た影響もあり、市内者の予約が取りづらい

状況となっておりました。そのため、昨年

１２月に条例改正を行い、今年の４月から

市外者の火葬料金を値上げしております。 

 また、状況次第の判断ではございますが、

一部の時間帯を市内者専用枠として取り

扱うことで、市外者の利用を制限する対策

も行っております。こうした成果により、

令和５年度上半期は、市外者の比率は大き

く抑制された状況にございます。今後も状

況に応じて適切な運用を行ってまいりま

す。 

 続きまして、２７番、葬儀会館でござい

ます。 

 葬儀会館の利用傾向といたしましては、

新型コロナウイルスの蔓延が時代の流れ

を加速させた面も否めないですが、令和２

年度を底に、令和３年度と令和４年度はわ

ずかに増加へ転じております。摂津市内の

民間葬儀場の数は増加しているものの、お

おむね２０人規模となっており、民間は小

規模がメイン、葬儀会館は、小規模から中

規模、大規模まで幅広く利用でき、すみ分

けが図れるものと考えております。 

 民間でできることは民間に任せる考え

が基本となりますが、全ての葬儀業者が自

らの葬儀会場を所有しているわけではな

く、市の葬儀会館を活用する業者も多数ご

ざいます。そういった業者には引き続き葬

儀会館の需要があると考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは、環境業務

課に係るご質問にお答えいたします。 

 まず、質問番号２９番、広域化に伴う不

燃ごみ処理委託料に関わるご質問でござ

います。 

 本年４月より、茨木市とのごみ処理の広

域化が開始されたことにより、ごみの分別

区分が変更され、従来の可燃ごみである普

通ごみ、及び、不燃ごみである複雑ごみは、

いずれも茨木市環境衛生センターへ、中間

処理をせずに直接搬入されることとなり

ました。そのため、不燃ごみ搬出処理委託

料につきましては、令和５年度以降不要と

なり、計上しておりません。 

 なお、これまで必要であった不燃ごみの

処理に係る経費につきましては、今後広域

処理運営負担金に含まれることとなりま
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す。 

 続きまして、質問番号３１番、広域処理

負担金に係るご質問にお答えいたします。 

 今回の広域処理負担金につきましては、

令和２年度からの茨木市環境衛生センタ

ーの長寿命化及び、整備が本年度に完了し

たため、令和５年度の支払いをもって終了

いたします。 

 今後は、茨木市環境衛生センターの再度

の長寿命化・延命化や、建替えを行うこと

となったときに負担が生じることとなり

ます。そのため、来年度以降、当面の間は

負担がないものと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 菰原課長。 

○菰原環境政策課長 それでは、環境政策

課に関わります３２番目のし尿処理の今

後の方向性についてのご質問にお答えい

たします。 

 １回目の答弁と重複する部分もござい

ますが、クリーンセンターの機能停止に伴

い、平成２５年１０月１日からし尿処理に

あっては豊能町に、浄化槽汚泥の処理にあ

っては茨木市に、それぞれ委託していると

ころでございます。 

 現状、両自治体に令和５年度も継続して

処理をお願いしておりますが、市内の公共

下水道の整備が進んでおり、下水道事業課

と共同して啓発を行いながら減量の取組

を進め、今後の適切な処理方法について調

査研究してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは、環境セン

ターに関わるご質問にお答えいたします。 

 鶴野地域公共施設再編につきましては、

本年の３月及び６月に２回ずつ住民説明

会を開催してまいりました。その中で様々

な意見をいただいており、９月１９日に給

食センター建設予定の鶴野第２公園の近

隣住民の皆さんと話合いを行った次第で

ございます。その際、予定どおり環境セン

ターは解体すること、環境センター解体に

向けた土壌汚染調査のための地歴調査を

現在行っていることをご説明させていた

だきました。また、地元自治会に対し、焼

却炉の閉鎖工事の実施についての説明も

行っております。 

 今後につきましては、環境センター敷地

内の土壌汚染調査を、地歴調査に基づいて

実施する予定としております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 山下副理事。 

○山下生活環境部副理事 それでは、森西

委員の２回目のご質問、２点につきまして

ご答弁申し上げます。 

 まず、市内農地面積の状況ですが、令和

３年１月１日時点では、田３４ヘクタール、

畑１２ヘクタール、合計４６ヘクタールご

ざいましたが、令和４年１月１日時点では、

田３３ヘクタール、畑１２ヘクタール、合

計４５ヘクタールとなっております。 

 また、生産緑地につきましても、生産緑

地制度がスタートいたしました平成４年

時点では、市内で２０．６ヘクタールござ

いましたが、耕作者や主たる従事者の死亡

等によりまして３０年が経過した令和４

年時点では１６．１３ヘクタールに減少し

ております。 

 続きまして、ふるさと納税の返礼品とし

て鳥飼なすを活用することにつきまして、

農業振興の立場からご答弁申し上げます。 

 現在、ふるさと納税の返礼品として、鳥

飼なすの漬物が詰め合わせに含まれてお

ります。生なすにつきましては、時期によ

って収穫量と品質に差が大きく出て、また
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現在の収穫量から見て、ふるさと納税の返

礼品に回す余裕がない状況にございます。

しかし、ふるさと納税を所管する広報課と

いたしましては、摂津市のシティプロモー

ションの推進と地場産業の活性化のため

に、返礼品の品目を少しでも増やしていき

たいという意向を持っているということ

は承知しております。今後の収穫量やほか

への出荷状況も考慮しながら、生なすを返

礼品として加えることが可能かどうか、農

業振興会や市内生産者の方と協議してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 それでは、質問番号

３７番、産業振興アクションプラン推進事

業におきます、今後の製造業等への支援に

ついての考えということで、お答えさせて

いただきます。 

 産業振興アクションプランの進捗管理

におきましては、摂津市産業振興アクショ

ンプラン懇話会を設置しておりまして、年

３回程度の会議を開催しております。この

懇話会の委員には、市内で製造業を営まれ

る工業者にも委員として出てもらってお

りまして、この懇話会での意見を踏まえて、

その実現に向けて検討していっていると

ころでございます。 

 最近の具体例でいいますと、中小企業育

成事業補助金で、展示会を限定して補助し

ておりましたけれども、その制限をなくし

まして、展示会に参加された場合は補助を

させていただくというように制度を変更

させていただきました。また、市内事業所

の人材確保のために、これまで実施してき

ました摂津市おしごとフェアにつきまし

ては、令和４年度、ポリテクセンター関西

と連携しまして、職業訓練の受講生にも参

加していただくことで取り組んでまいり

ました。これらの取組を懇話会での意見を

踏まえて改善してまいったところでござ

います。 

 続きまして、質問番号３８番の商品券、

スクラッチ、グルメクーポン等の事業につ

いて、市外の方に購入してもらい市内で利

用していただく手法の考えについてでご

ざいます。 

 昨今の新型コロナウイルス感染症対応、

また物価高騰対策につきましては、市民の

生活支援の意味合いも強かったため、プレ

ミアム率を高くしたことに加えまして、市

外の店舗にも一部参加していただくよう

に認めてきたところでございます。これら

の制度におきましては、市民の方に限定す

べきであったと考えております。 

 委員がご指摘いただきました制度につ

きましては、市内の店舗の支援としては有

効な手法であると考えます。今後、市内の

状況等を判断しまして、実施の方法につい

ては検討していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 答弁が終わりました。 

 森西委員。 

○森西正委員 それでは、国際交流協会の

件です。今度、３０周年があります。最近、

私も会員ですから、総会に出席させていた

だいたら、市民の方の出席が少なく、団体、

企業とかのお顔が多いといいますか、昔と

比べて総会等で出席されている方のお顔

が違うのかと思います。総会に参加されて

いる方には申し訳ないんですけれども、何

か義理で参加をされているような印象が

あります。市民の方が多く参加をされる総

会へと工夫を凝らしていただきたい。以前

と比べると何かそういう印象がしました

ので、協会にお伝えいただきたい。 
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 続いて、自治会の件です。私も、以前か

ら条例をつくるべきやと質問させていた

だいていました。条例をつくることによっ

て、自治会、様々な団体、こども会、老人

クラブも加入が増えるような条例の中身

にすべきやと思います。例えば、他団体と

協力をし合うだけの中身ではなく、条例を

作成することによって加入が増えるとい

うような中身を考えていただきたい。よろ

しくお願いします。 

 地域活性化の補助金です。補助内容が変

わったということです。ある自治会長から

すると、変わることによって前のほうがま

だよかったというお声もあって、変わるこ

とによって不都合になったというお声も

聴いたりします。どれがいいのかはありま

すけれども、各自治会長のお声を聴きなが

ら、また変えられるようなものであれば、

柔軟に対応をお願いします。 

 イベント会場の件です。１年間を通して

１冊ではなく、例えば春バージョン、夏バ

ージョン、秋バージョン、冬バージョンと

かの考えができないのか。そこは答弁は結

構です。春夏秋冬でもって、つくっていた

だきたい。もしくは各諸団体が開催するの

にお困りなのが、ほかのイベントと重なら

ないのかどうかなのです。市民にとってイ

ベントがあるのは、いいことです。皆さん、

極力ほかのイベントと重ならないように

考えています。同じ校区の中とか同じ地域

で重なってしまうと市民が分散されます。

今、そういうのを分かるものがないです。

我々議員は、昨年のものを見ると、このと

きにはこういうイベントがあったから、恐

らく同じときにこのイベントがあって、こ

このイベントはこのときに来るからこの

日を避けて別の日に、行事や催しをと考え

ます。市民の方は、なかなかそういう情報

ってないんです。検討をされる段階でほか

のイベントと重なっていたりとかがよく

あります。一番把握されているのは議会事

務局とか秘書課です。市長日程が分かりま

すから、前年を見ると、このときにはこれ

があったとわかります。だから市全体でど

こに聞けばというのを庁内で考えていた

だきたいので、よろしくお願いします。 

 市民活動支援の件は、分かりました。 

 コミュニティセンターです。いろいろ地

元の住民説明会等をされてきましたけれ

ども、今後、どう進められていくのか、教

えていただきたい。 

 個人番号に関してです。ご答弁いただき

ました。我々が考えているところといろん

な違う部分の問題、課題が出てきていると

答弁いただきました。そこは市として、市

民の方が困らないように、混乱しないよう

に考えていただきたい。もし、そういうこ

とがあるなら、国にそこは改善、訂正を要

望していただきますように、お願いします。 

 休日開庁です。今、休日開庁という流れ

になってきています。世の中が３６５日動

いて、２４時間という流れになっています。

なかなか休日しか動けない方もおられま

すので、そこは市民のお声を聴いて、職員

配置の問題もありますけれども、市民の方

が便利な行政、住みやすい、サービスが行

き届いていることにもなってきます。休日

の窓口開庁もしている摂津市は住みやす

いところだという受け止め方をしていた

だけると思います。そういうことも、いろ

いろと検討していっていただきたいので、

よろしくお願いします。 

 地区市民体育祭の件です。今回はできた

けども、来年はどうかです。地域によって

開催をされる、開催をされないのは、市と

してどうなのかと思います。例えば、この
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先５年１０年ずっと開催される地域と、５

年１０年、今後開催されない地域がある場

合、これはどうなのかと思います。コロナ

が明けて久しぶりの開催をされています

ので、ご意見を聴いた上で、今後どうして

いくのか、行政がどこまで介入をするのか

考えていただきたい。 

 社会福祉関係団体の件です。民生委員の

率といいますか、だんだん毎年少なくなっ

て減っている状況です。恐らく、摂津市だ

けじゃなく国全体の問題と思います。都市

部のほうが地方に比べて率が低いと思い

ます。そしたら、しやすい、できやすい、

そういう部分を考えていかなあかん。特定

の人が大変になる、しんどくなるのは、避

けるようにしていかなあかんと思います。

なかなか、しますよという人は出てこない

ので、多くの人が役割分業できるような仕

組みを考えていただきたい。よろしくお願

いします。 

 かがやきプランの件はご答弁いただき、

これから次の期に向けて、すばらしいプラ

ンを考えていただきますように、よろしく

お願いします。 

 コロナ感染症のサービス事業の補助と

物価高騰の補助の支給の部分は、分かりま

したので、結構です。 

 ひとり暮らしの高齢者です。団塊世代の

方が高齢者に入ります。今後ますますひと

り暮らしの方が増えていきます。ライフサ

ポーターが多くて月１日程度であります。

ライフサポーターだけでなく、いろいろな

支援、見守る部分ができればいいですが、

結局誰も見るところがない場合、頻度を極

力毎日にとか、体ってどうなるか分かりま

せん。今大丈夫でも、数分、数時間後どう

なるか分かりません。どうやったら常に安

否確認ができるかを考えていかなあかん

と思います。そこには人もお金もかかると

思いますが、かからないようにどうやって

見回りがしっかりできるのか、考えていか

なあかんと思います。その点の妙案はなか

なか分かりませんが、ぜひともよろしくお

願いします。 

 続いて、斎場の件です。例えば、市外者

の方がなくても市民の方だけでもなかな

か今後厳しくなると思います。そこは早く

どうにか手を打ったり考えていただきた

い。実際に直面したとき、それではなかな

か遅くなると思います。早くからどうなる

かを考えて計算していただいて、対応をお

願いします。 

 葬儀会館の件、前から話をさせてもらっ

ています。そこには、市民の税金が投入を

されています。斎場を利用される方の件数

は毎年毎年増えています。メモリアルホー

ルを使用されるのはそんなに増えていな

いわけです。民間のほかのところはどんど

ん増えている状況です。公費を投入されて

いるので、多くの市民の方に利用いただき

たい。借金して造っているわけですから、

そこの借金返済の部分もあるわけです。そ

こは、多くの市民の方にご利用いただくよ

うなことを考えていただきますように、よ

ろしくお願いします。 

 次に、ごみ収集の件です。不燃のごみの

件は説明をいただいて分かりました。廃棄

物広域処理の推進事業です。この前の一般

質問でも質問をさせていただきました。ご

み収集のかごが高齢の方は重たいという

ことです。その点、どういう方向で進めら

れるのかお聞かせいただきたい。 

 廃棄物広域処理の件は、先ほどお聞かせ

をいただいたので、結構です。し尿の件も

結構です。 

 ごみ処理施設の維持管理事業です。セン
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ターの件は住民の方にご理解いただける

よう丁寧に説明をお願いします。要望とさ

せていただきます。 

 農業振興の関係です。恐らく、農作物を

作ったことがない方がたくさんおらます。

人って食べ物を食べなければ体が維持で

きません。今、多くの方は、お金でもって

食べ物を購入しています。例えば、１万円

札をたくさん口の中に入れても体を維持

できないわけです。要するに農作物を食べ

ないと体を維持できないです。今、都市部

の多くの人は収入を得て、その得た収入で

物を買ってという流れになっている。結局、

ものを作られているのは、特定の方が作ら

れているわけです。だからそのサイクルが

本当にいいのかどうかです。もし、仮に食

糧不足になったとき、都市部の人間が自分

で作ろうといっても、今まで土を触ったこ

とがないし農作物を作ったことがないわ

けですから、すぐ作れないです。今、本当

に庭がないのもあります。自分で作るとこ

ろがない、それであったらプランターから

少しずつ、土を触って農作物を作るのを少

しずつ勉強していって、そこからプランタ

ーや自分の家で庭があるんやったら、そこ

で菜園をするとかという農業振興をすべ

きではないのかと思います。市民農園を増

やすのもそうですけれども、そこまで行く

のではなく、本当に身近なところで農業振

興を進めていってはどうかと思います。今、

作れというても作れないのが現状ですか

ら、一つずつ少しずつ、時間がかかります

ので、そういうことを進めていただきたい

ので、要望させていただきます。 

 産業に関してです。コロナでは特に飲食

店が中心にいろいろな制度、給付なりがあ

りました。飲食店以外の製造とかの部分に

は、なかなか難しい部分があります。恐ら

く飲食店が目に見えてどうやということ

になるので、市民が直接でないところをど

うやって支援していくか、そういう制度を

つくっていくかだと思います。産業振興と

して検討していただきたい。 

 ぜひとも市外の方が摂津市内の中でお

金を使うというか、購買していただけるよ

うな部分をつくっていただきたい。 

 企業立地です。改めて、大企業だけでな

く中小企業の方もいけるような制度を考

えていただきたい。よろしくお願いします。 

○増永和起委員長 産業振興アクション

プランと鳥飼なすは、要望とします。 

 それでは、答弁を求めます。 

 川本副理事。 

○川本生活環境部副理事 それでは、（仮

称）味生コミュニティセンターの今後のス

ケジュールということでございます。 

 味生コミュニティセンターのスケジュ

ールとしまして、今年度におきましては、

５月策定をいたしました基本構想を基に、

基本設計業務を進めているところでござ

います。現在、資産活用課にも入っていた

だきまして、敷地内における建物の配置で

ありますとか、部屋の配置等々を設計業者

と綿密に協議を重ねているところでござ

います。それから一定、基本設計の概略が

できた段階で地元の方にも説明を行って

いきたいと思います。そして、今年度２月

末に基本設計の完成を目指しております。 

 令和６年度におきましては、実施設計を

行う予定としておりまして、令和７年度に

建築工事を着工し、令和７年度から８年度

にかけまして建築工事、令和８年度下半期

の竣工を目指しております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは、資源かご
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に係るご質問にお答えいたします。 

 既存の資源回収かごにつきましては、さ

きの議会での一般質問でご答弁申し上げ

たとおり、一定対応が必要であることは認

識しております。そのため、既存の資源回

収かごとは違う資源回収かごにつきまし

て、耐久性やサイズ、コストなどの課題等

を把握するための試験的な使用の実施に

ついて、現在検討しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 味生のコミュニティセン

ターのスケジュールをご説明いただきま

した。前回の一般質問で、新鳥飼公民館の

エレベーター等設置の質問をさせていた

だきました。鳥飼東公民館も、エレベータ

ーの設置がまだされていません。前の答弁

では、公共施設の再編を考えてコミュニテ

ィセンターということでのご答弁でした。

新鳥飼公民館のコミセン化とか、鳥飼東公

民館のコミセン化をどうするのか、公民館

をどうしていくのか。建設しないのであれ

ばエレベーター設置とかをどういう方向

で進めていくのか、ぜひとも内部で研究を

していただきたい。それによってお金の使

い方が変わってきますので、内部で議論を

していただきますように、よろしくお願い

します。 

 ごみのかごの件です。高齢の方は腰が曲

がって、杖をつきながらごみを出されてい

ます。本当に見ていても危ない、こけてけ

がするんちゃうかという状態なので、そう

ならないように考えていただきたい。 

 一般質問でもさせていただいたんです

けれども、「いや、次の番の人でやります

よ」と言っても、次の人も高齢の方で、そ

の次の方も高齢の方、若い人がおられない

状態ですから軽いかごといいますか、そう

いう検討をしていただきたい。根本的には、

軽いかごでも大変かも分かりません。二十

何年か前は資源ごみも家の前でしていま

した。そういうことに戻すとかも一つです。

地域によって若い方がおるところはステ

ーションで、高齢の地域は各戸で収集だと

いうのもなかなか難しいと思います。収集

人員とか体制にも問題があろうかと思い

ますけれども、早急に検討していただきた

い。団塊世代の方が後期高齢に入っていき

ます。今から検討して、対応しますといっ

たときには、ある程度の年数がたって、も

う必要がないということにもなってきま

す。実際に必要なのは今、高齢の方にとっ

ては今必要ですので、早急な対応、対策を

早期に検討いただきたい。 

 以上で質問を終わります。 

○増永和起委員長 森西委員の質問が終

わりました。 

 ほかにありませんか。 

 光好副委員長。 

○光好博幸委員 おはようございます。私

は、全部で１７問でございます。 

 さきに質問がございましたので、かぶら

ないようにはしたいとは思います。もしか

ぶっている場合、論点とかを簡潔にお答え

いただければと思いますので、よろしくお

願いします。 

 質問は全て決算概要で、部署ごとに順番

に行きます。よろしくお願いします。 

 一つ目は、決算概要５４ページ、自治活

動推進事業の地域活性化補助事業補助金

です。自治会加入率等については、さきに

答弁がございましたので、ポイントを絞っ

てお聞きします。これは以前から取り上げ

ている事案です。行政から自治会・町会へ

の依頼が多いところです。自治会の方と話
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しても、非常に負担が大きいという声をい

ただいています。事務負担を軽減すべく、

自治振興課でまとめて提出することであ

ったり、依頼事項の一元化というところが

あったかと思います。自治会に依頼する書

類についても、書き方が複雑で難しいとこ

ろの見直しを令和４年度にすると過去に

ご答弁いただいております。その負担軽減

策について令和４年度の取組状況と、効果

がもし出ているのであれば、お聞かせいた

だきたい。 

 ２点目、決算概要５８ページ、市民活動

支援事業です。解体撤去後の活用、跡地活

用について、私、１年前の民生常任委員会

のときに有効に活用していただきたいと

要望しましたので、今後の方向性について

分かる範囲で考えをお聞かせください。 

 自治振興課、決算概要５８ページ、コミ

ュニティセンター管理事業です。これは福

住委員、森西委員もおっしゃっていました。

（仮称）味生コミセンの基本構想について

です。設計に関するところで、福住委員か

らも切なる要望ということでされていま

した。私も実は同感でございます。私ども

は決して反対しているわけではございま

せん。ただ、コミセンの利用状況を見てい

ますと、本当に市民の方あるいは地域の

方々に多く利用されるのかが危惧してい

るところでございます。さきの副理事の答

弁では、行政経営戦略で令和７年度に利用

率４０％を目指すという指標がございま

した。その指標をクリアするためにどんな

設備にならなければならないのかという

視点に立って、これから基本設計に行くと

は思いますけども、いま一度地域住民の方

あるいは市民のニーズ、しっかりと捉えて

いただいて取り組んでいただきたい。 

 コミセンは、地域の皆さんが触れ合う、

あるいは相互交流を促進させて主体的な

学習活動、あるいはそういった機会を提供

するものだと私は理解しています。味生の

コミセンのコンセプトを見てみたのです

が、みんなが健康で集い、つながり、憩い、

学び、安心できる場と定められています。

地域の人々が誰でも気軽に立ち寄り交流

し、きずなを深める場でございます。さき

の質問にもありましたけど、立地条件的に

はそんなに便利なところではないと思い

ますので、ぜひコンセプトに沿った魅力あ

る施設にしていただきたい。先ほど申し上

げましたけど、利用率４０％の指標を必達

目標と捉えてしっかりと取り組んでいた

だきたいので、要望とします。 

 続きまして、決算概要６４ページ、証明

書交付等事業についてでございます。コン

ビニの証明書交付は年々増加傾向にある、

窓口交付についてはその効果もあって減

少傾向であると、さきの答弁で理解いたし

ました。 

 １点、コンビニ交付について確認してお

きます。私ごとではございますけれども、

先日、休日に戸籍謄本をコンビニで取ろう

としたんです。住民票とかは出るんですけ

れども、戸籍証明書の欄が消えていました。

私の認識不足かもしれませんけれども、そ

の辺り何が要因なのか、システムのトラブ

ルなのか、ルールとしてそうなっているの

かをお聞かせいただきたい。北摂各市の交

付がどういうルール、仕組みになっている

かも併せてお聞かせいただきたい。 

 市民課、決算概要６４ページ、個人番号

カード交付事業です。マイナポイントの関

係もあろうかと思いますが、年々伸びてい

ると理解しております。 

 さきのご答弁によりますと、令和４年度

末、摂津市が６７．８８％だったと思いま
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す。確認の意味で、大阪府内での摂津市の

順位といいますか、どの辺りの位置づけに

あるのか、令和４年度に普及促進という意

味で取り組んだ内容、あるいは窓口が多か

ったことによる混乱、そういったことがあ

ったのかなかったのかという視点でお聞

かせください。 

 続きまして、市民課、決算概要１０２ペ

ージ、斎場管理事業です。これもさきにご

答弁がありました。修繕料のことをお聞か

せいただきました。私も以前に質問させて

いただきまして、三つの火葬炉を５年かけ

て１億円使うとのことだったと思います。

確認の意味で、全体の進捗、当初からの遅

れがあったのか、なかったのかという視点

でお聞かせいただきたい。あと細かい話で

すけど、修繕料の残額が５０万円という切

りのいい数字が残っていました。その理由

についても併せてお聞かせください。 

 市民課、決算概要１０２ページ、葬儀会

館管理運営事業でございます。これもさき

にいろいろ話題が出ていました。小規模公

営会館の対応など、いろいろと工夫されて

いるかと思います。ここ最近は、家族葬を

望まれる方が多いと思いますので、引き続

き市民のニーズをしっかり捉えながらや

っていただきたい。 

 また、葬儀会館は、高齢者の方々がお使

いになる頻度が多くなってくると思いま

す。これも以前から申し上げていますけど

も、トイレの洋式化とか、バリアフリー化

です。今、指定管理者と協議されていろい

ろやってはるかと思いますけども、これも

必要に応じて、予算をしっかり取っていた

だきたい。ぜひ、誰でも利用しやすい公営

会館を目指し、市民目線で取り組んでいた

だきたい。これは要望とします。 

 続きまして、文化スポーツ、三つござい

ます。 

 決算概要７０ページ、摂津ふれあいマラ

ソン事業です。私も参加させていただいて

いますけれども、３年ぶりの開催だったか

と思います。改めて令和４年度の取組実績

と久々の大会運営に向けて安全かつスム

ーズに運営するため何か工夫されたこと

があれば、お聞かせください。 

 文化スポーツ課、決算概要７０ページ、

スポーツ振興事業です。アスリートスポー

ツ教室について、三好委員から今後の展望

でご質問があったかと思います。この教室

は竹下さんであったり、石川さんの教室だ

と理解しています。私も参加させていただ

き非常に盛り上がっていたかと思います。

ご答弁でアンケート結果は好評やったと

いうことでした。改めて、担当課としての

評価、あるいは分析をどうされているのか。

やったことによって、アスリート教室の子

どもたちへの影響、どういう影響を与える

のか、どう捉えているのか、影響、効果と

いう視点で、お聞かせください。 

 続きまして、文化スポーツ課、決算概要

７２ページ、体育施設管理事業の体育施設

の管理委託料です。予算どおり執行されて

いたかと思います。味舌体育館の指定管理

料が増えていると認識しています。利用実

績については事務報告書に記載がありま

す。改めて、この体育館が新しく建設され

た効果をどのように捉えられているのか、

お聞かせください。 

 続きまして、産業振興課、決算概要１０

８ページ、鳥飼なす保全奨励事業です。以

前より販路の拡大であったり、いろいろ聞

かせていただいたかと思います。中央卸売

市場も開拓されたと思います。現状の課題

をどう捉えられているのか、一回お聞かせ

いただきたい。 
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 続きまして、産業振興課、決算概要１１

２ページ、中小企業育成事業です。これは

ビジネスサポートセンターについてお聞

かせいただきたい。おおむね予算どおり執

行されていたと思います。令和４年度は、

相談員を２名体制で１名増員されている

かと思います。行政経営戦略の進捗状況に

も書かれておりましたけれども、改めてこ

の２名体制にしたことによって得られた

効果があったのかなかったのか、お聞かせ

いただきたい。 

 続きまして、産業振興課、決算概要１１

２ページ、中小企業育成事業の摂津ブラン

ド認定についてです。負担金として２０万

円執行されていたかと思います。 

 この認定制度については、過去に一般質

問などを通じて、ＢｔｏＣだけじゃなくＢ

ｔｏＢ、いわゆる企業向けをやってくださ

い、そこにＢｔｏＢというスポットを当て

てくださいと提案してきたかと思います。

いわゆるよくいう東大阪ブランドでいう

と、匠の視点です。どこかにも書いていた

と思いますけど、そういったことに取り組

んでいただいている。まさにＢｔｏＢに合

致しています。今回、優技（すぐれわざ）

を創設されていますので、その取組につい

ては高く評価させていただきます。改めて

優技（すぐれわざ）を創設された狙いにつ

いてと、令和４年度の認定実績、どういっ

たものがあったのかお聞かせください。 

 続きまして、環境政策課、決算概要１０

２ページ、温暖化対策事業です。これも先

にゼロカーボンシティで質問があったか

と思います。地球温暖化対策の一つとして、

令和４年度は施設改修に合わせて太陽光

発電設備の設置に係る実施設計をすると

書かれていました。これも行政経営戦略の

令和４年度の進捗管理に太陽光発電設備

設置についてヒアリングを行ったと記載

がありました。どういう内容があったのか

と、そこで見えてきた課題などがあれば一

緒にお聞かせください。 

 次、保健福祉課、決算概要９４ページ、

健都推進事業です。産学官民連携プラット

フォームの構築支援業務負担金、４２２万

４，０００円、全て執行されていたと思い

ます。改めて令和４年度の取組内容につい

て、お聞かせください。 

 続きまして、保健福祉課、決算概要９６

ページ、まちごとフィットネスヘルシータ

ウン事業の健幸マイレージでございます。

毎回触れさせていただいています。令和４

年度、たしか５年目になったかと認識して

います。毎年参加者を増やすためにいろい

ろ工夫されているかと思いますけども、令

和４年度どのように展開されたのか、活動

量計とスマホの割合について、どれぐらい

の割合になっているのかをお聞かせくだ

さい。 

 続きまして、高齢介護課、決算概要７６

ページ、ひとり暮らし高齢者等安全対策事

業の緊急通報装置でございます。おおむね

予算どおり執行されていたかと思います。

通報件数であったり実際に救急搬送され

た件数とか、令和４年度どうだったのかお

聞かせください。 

 続きまして、高齢介護課、決算概要７８

ページ、ゲートボール場等管理事業です。

太中ゲートボール場の撤去工事実施設計

委託料で約２５０万円予算計上されてい

ました。おおむね執行されたと思います。

改めて令和４年度の執行状況はどうなっ

ているのかお聞かせください。 

 最後です。障害福祉課、決算概要８０ペ

ージ、福祉タクシー事業です。これもさき

の質問があったと思います。以前より福祉
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タクシーの利用者拡大、あるいは１級の精

神障害者にも対応してほしいと要望をし

てきたかと思います。予算範囲内での執行

であったかと思いますが、その対応につい

ては私も高く評価させていただきます。 

 改めて執行状況を見ていますと、利用助

成費の予算額が４６８万円に対して３６

０万円弱と前年度より執行率が落ちてい

るわけです。改めてその内容について、既

にご答弁された部分は割愛していただい

たらいいですけども、執行率、利用率が落

ちている要因をどう捉えられているのか

お聞かせください。 

 １回目、以上です。 

○増永和起委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時４８分 休憩） 

（午後 １時    再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 光好委員への答弁を求めます。 

 川本副理事。 

○川本生活環境部副理事 それでは、自治

振興課に関わりますご質問にお答え申し

上げます。 

 まず決算概要５４ページの自治活動推

進事業で、行政から自治会へ依頼する方法

や書類の見直しの効果でございました。副

委員長からもありましたように、見直しの

内容は２点ございました。１点は、行政か

ら自治会にお願いする書類を自治振興課

において集約することでございます。 

 これにつきましては、以前は各課から随

時、自治会に書類を送付されておりました

けれども、自治振興課で集約し、一括して

お渡しをしております。また、書類の返送

につきましても、自治振興課に一旦返送を

いただいております。これにつきましては、

多少のイレギュラーはありますものの一

定徹底されておりますので、負担軽減の成

果はあったものと思っております。 

 それともう一つでございます。もう１点

は、自治会にお願いする書類の内容を見直

すことでございました。これにつきまして

は、令和４年１月に各課に対しまして、自

治会に記入してもらう書類の簡素化や書

式の変更などの見直しを依頼したところ

でございますが、実際に書式がどのように

変わったのか、どのように見直されたかと

いうところまでは、自治振興課で確認する

までに至っていないのが現状でございま

す。今後、タイミングを見計らって、自治

会へ依頼する書類につきましては、書類が

簡素化されているかや、書類の書式が分か

りやすく変更されているかなどを確認し

てまいりたいと思っております。 

 続きまして、決算概要５８ページの市民

活動支援センター解体撤去工事でござい

ます。 

 撤去後の跡地の活用の方向性というこ

とでございました。市民活動支援センター

の跡地につきましては、早期に普通財産と

して資産活用課へ移管して、庁内で検討を

進めていくべきところではございますが、

隣接する鉄道会社の敷地との境界確定が

まだできていない状況でございます。関係

各課と連携しながら、できるだけ早期に手

続を進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森口課長。 

○森口市民課長 それでは、市民課に係り

ます三つの質問についてご答弁申し上げ

ます。 

 まず質問番号３番、コンビニ交付の運用

ルール、それから北摂他市の状況について

でございます。 

 コンビニ交付につきましては、年末年始

期間を除くと、住民票と印鑑証明は土日・
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祝日を含む６時半から２３時まで、戸籍に

つきましては、平日の９時から１７時１５

分までの取扱いとなっております。 

 北摂他市の状況につきまして、住民票と

印鑑証明はどこも同じ運用となっており

ます。戸籍につきましては、自治体によっ

て多少の時間差はございますが、吹田市、

茨木市、高槻市、池田市につきましては、

摂津市と同じく、おおむね平日の開庁時間

内での交付となっております。箕面市と豊

中市につきましては、住民票と同じく、土

日・祝日も含めた６時半から２３時の交付

となっております。戸籍につきましては、

住民票などとは異なり、夜間や休日に死亡

届や婚姻届等を提出することができます。

しかし、平日の業務時間中しか事務処理を

行わないため、夜間・休日のコンビニ交付

を可能にすれば、まだ届出内容の反映が間

に合っていないものが発行されてしまう

ことにつながってしまいます。そのため、

多くの市町村は、平日の開庁時間のみの対

応としております。 

 続きまして、質問番号４番、マイナンバ

ーカードの状況でございます。 

 マイナンバーカード交付率の大阪府内

順位では、摂津市は、令和５年３月末時点

で、全４３自治体中１６位となっておりま

す。人口の少ない町村が上位を占めるため、

市だけに限定すると８番目となります。８

番目ではありますが、市で２番目の八尾市

が６９.５０％、８番目の摂津市が６７.８

８％で、わずか１.６２ポイント差の大差

ない状況となっております。 

 令和４年度の普及策につきましては、別

府コミュニティセンター、安威川公民館、

新鳥飼公民館、千里丘公民館の４か所で出

張申請受付サービスを実施いたしました。 

 また窓口の混雑状況としては、ピーク時

で、最大１００人待ち、最大２３０分待ち

の状況となっておりました。ただし、令和

３年度から導入いたしました窓口番号案

内システムの効果によって、混雑はしたが、

混乱はなく、スムーズな対応が取れたと考

えております。 

 続きまして、質問番号５番、斎場の修繕

の状況でございます。 

 斎場は、現在、令和３年度から５か年計

画で大規模修繕を実施している最中でご

ざいます。令和４年度は２号炉の改修を、

今年度は３号炉の改修を実施し、計画どお

り順調に進んでおります。 

 予算残額５０万円につきまして、令和４

年度修繕料の予算２，７１２万円の中には、

火葬炉の修繕のほか、５０万円の緊急修繕

費も含まれております。緊急修繕は、例え

ば、台風で倒れたフェンスを張り直したり、

突風で割れたガラスを直したりというた

めに使う費用となります。令和４年度は緊

急修繕を要する事案がなかったため、５０

万円がそのまま予算残額として残ったも

のでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 質問番号６番、

ふれあいマラソン大会についてのご質問

にお答えいたします。 

 令和４年度につきましては、淀川河川公

園鳥飼西地区におきまして、令和５年２月

５日に実施をいたしました。当日参加者数

は、親子チャレンジランの３００人を含め、

９１７人の方が出走され、うち市内の方が

約６３％でございました。 

 令和４年度実施における運営上の工夫

でございますが、従来では出走される方に

当日お越しいただいて、受付にてゼッケン

やプログラム、また大会Ｔシャツ等をお渡
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ししていたことから混雑して、受付待ちの

時間を要しておりました。令和４年度につ

きましては、先にお送りできるものについ

ては事前発送とし、受付では大会Ｔシャツ

のみをお渡しするだけに簡略したことに

よりまして、受付時の混雑が緩和され、受

付に要する時間も短縮されましたので、参

加者からは好評でございました。 

 マラソン実行委員会に参画いただいて

いる体育協会やスポーツ推進委員、また大

学生のボランティア等、多くの方々のご協

力の下、３年ぶりのマラソン大会もスムー

ズに運営できたものと考えております。 

 続きまして、質問番号７番のアスリート

スポーツ教室開催委託料に関するご質問

にお答えいたします。 

 令和４年度につきましては、竹下佳江さ

んをお招きしたバレーボール教室に６１

人のご参加、また石川佳純さんをお招きし

た卓球教室に１００人のご参加があり、い

ずれも実施後のアンケートでは参加して

「とても楽しかった」、あるいは「楽しか

った」という回答が９８％でございました。 

 また、どのようなところがよかったかに

つきましては、アスリートに直接触れ合っ

て技術的な面で参考になった、刺激になっ

たという意見のほか、夢や目標を持つ大切

さ、またスポーツだけでなく何事にも意欲

的に取り組む姿勢といった内面の成長に

寄与する部分がよかったという回答も多

く寄せられておりました。 

 開催意義の一つであるスポーツへの興

味・関心を持ってもらって、裾野を広げて

いくことや、技術面の向上だけにとどまら

ず、子どもたちの内面の成長を促す機会と

していただくことで、青少年の健全育成に

も寄与するものと考えております。 

 それから、質問番号８番の味舌体育館の

開業後の状況についてお答えいたします。 

 味舌体育館には各種トレーニング機器

がそろったトレーニング室がございまし

て、利用に当たっては、事前に利用者登録

をしていただいております。初年度で１，

６８８人のご登録があり、延べ年間利用者

数も１万５，０００人を超えております。

また、指定管理者において実施される自主

事業の教室についても、ヨガやダンスとい

った人気種目に加え、モビバンやズンバ体

操など目を引くメニューが充実しており、

いずれも多くの市民がご利用されていま

す。 

 体育室の稼働率も高く、スポーツに触れ

るきっかけづくり、新たな利用者の掘り起

こしにつながっているものと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 山下副理事。 

○山下生活環境部副理事 それでは、質問

番号９番、決算概要１０８ページ、鳥飼な

す保存奨励事業に係りますご質問にご答

弁いたします。 

 鳥飼なすの流通の課題についてでござ

います。鳥飼なすは収穫時期が限られてい

る上、天候の影響等により、常時一定の生

産量と品質を確保することが難しいこと

から、現状、広く市場流通させるまでには

至っておりません。しかし、コミュニティ

プラザ内のレストランに納入し、鳥飼なす

を使用したスペシャルメニューを提供し

ていただいたり、市役所内売店で１個から

販売するなど、市民が身近に鳥飼なすに接

する地産地消型の取組を地道に行ってお

り、徐々にではありますが、販路の拡大は

進んでいるものと考えております。 

 また、着色不良や、つやなしなどのいわ

ゆるＢ級品につきましては、漬物などの加



- 22 - 

 

工食品や、今年７月に開催されましたなす

ＯＮＥグランプリの食材として提供され

るなど、鳥飼なすのブランディングに活用

しているところでございます。 

○増永和起委員長 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 それでは、産業振興

課の中小企業育成事業に係ります２点の

ご質問にお答えさせていただきます。 

 まず質問番号１０番、摂津ビジネスサポ

ートセンターの令和４年度の取組実績と、

相談員２名体制にしたことによる効果で

ございます。 

 まず令和４年度の相談件数につきまし

ては、通常の相談枠２６８件、オンライン

１０件、訪問相談２４件、特別枠で３４件、

合計３３６件の相談に対応いたしました。 

 女性相談員の配置におきましては、女性

目線によるアドバイスを行えるとともに

相談員２名体制になったことで、それぞれ

の得意分野を生かした相談対応が可能と

なりました。 

 また訪問相談は、特に飲食業で、オンラ

イン相談は、ホームページのＳＥＯ対策等

で主に活用されました。 

 さらには、これらの取組によりできた時

間を活用しまして、事業者同士のマッチン

グに取り組んでまいりました。 

 続きまして、質問番号１１番、摂津ブラ

ンド認定委員会負担金でございます。 

 令和４年度から、摂津優技を創設した狙

いと、令和４年度の認定実績でございます。

副委員長から、ご紹介いただきましたとお

り、摂津ブランドである摂津優品（せっつ

すぐれもん）は、消費者が使用する商品が

主でございますが、市内事業者は商品を製

作しているだけでなく、ふだんは目にする

ことがなく気がつきませんが、実は市内事

業者の持つ技術力が私たちの生活を支え

ているという匠の技術が多くあることに

も着目いたしました。それらを広く発信し、

摂津ブランドの価値向上や市内事業者の

販路開拓へとつなげ、ものづくりのまち摂

津をＰＲしたいと考え、新たに摂津優技の

取組を開始いたしました。令和４年度にお

きましては、摂津優品（せっつすぐれもん）

は、２品、人と地球に優しいスペルト小麦

のパンとアウトドア＆スキンミスト、摂津

優技は、株式会社トーコーの１企業が認定

されました。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 菰原課長。 

○菰原環境政策課長 それでは、環境政策

課に係ります質問番号１２番、太陽光発電

設備の設計段階でのヒアリングの内容と

課題に関するご質問にお答えいたします。 

 太陽光発電設備の導入を始めとする市

有施設の脱炭素化実現のため、令和５年度

当初予算説明会の場において、各課には、

令和５年度以降に施設の大規模な工事や

修繕を伴う設計業務委託を検討される場

合には、事前に環境政策課にご相談いただ

くよう要請し、また財政部局の協力の下、

工事や修繕の予定がある課の情報をいた

だき、対象となる課に工事内容など随時ヒ

アリングを行い、太陽光発電設備の設置の

検討をお願いいたしました。 

 その結果といたしまして、令和５年度に

屋上防水工事に併せて温水プールに太陽

光発電設備を設置いただける運びとなっ

た次第でございます。 

 ヒアリングを行った上での課題といた

しまして、自前での設置となると、多額の

イニシャルコストがかかることが挙げら

れます。この課題解決に向け、イニシャル

コストをかけずに太陽光発電設備を設置

することができるＰＰＡ方式等について
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も他市事例等を参考にしながら、調査研究

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 浅尾課長。 

○浅尾保健福祉課長 それでは、保健福祉

課に係ります２点のご質問に答弁をさせ

ていただきます。 

 まず１３番目のご質問で、健都の産学官

民連携プラットフォーム構築のお問いで

ございました。 

 産学官民連携プラットフォームにつき

ましては、摂津市及び吹田市の両市で取り

組む健都ヘルスサポーター制度を令和４

年３月に開始し、健康情報等の配信と、健

都進出企業等の実証事業も提供しながら

取組を進めており、当初２５０名程度であ

ったサポーターも今年の３月末時点で１，

２５５名となっております。ＬＩＮＥによ

る健康情報、健都の紹介等の定期配信も継

続をいたしておりまして、今後もサポータ

ー数の拡大に取り組みたいと考えている

ところでございます。 

 一方、産学連携の分野では、オーラルヘ

ルス、運動マネジメント、医療のエコ活動、

まちかど保健室の各研究会が立ち上がり、

新たな研究、実証事業も含め、３月末の健

都共創フォーラムにおいて報告がなされ

たところでございます。 

 それから１４番目のご質問で健幸マイ

レージのお問いでございました。 

 健幸マイレージは、市民が歩くことを中

心とした健康づくりに楽しみながら取り

組むことを目的に、日頃の歩数の計測や健

康関連事業への参加によるポイントをた

め、商品交換する事業で、平成３０年にＩ

ＣＴを活用した事業を開始して５年が経

過をいたしております。昨年度は新たに４

８８名の新規参加がございました。平均年

齢は全体で約６４歳、プラスマイナス１６

歳ということになってございまして、継続

の方を含めた平均年齢の約６３歳と大き

な開きはない状況でございます。 

 また、新規参加者の歩数変化は全体で１

日約５７０歩増加しておりまして、特に男

性では歩数増加が顕著に見られ、約１，８

００歩の増加という結果になってござい

ます。 

 お問いのスマホアプリと活動量計の構

成比でございますけれども、活動量計が約

６３％、スマホアプリが３７％となってお

ります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 高齢介護課に関わ

ります２点のご質問にお答えいたします。 

 １点目、１５番目のご質問、ひとり暮ら

し高齢者等安全対策事業の緊急通報装置

についてでございます。 

 令和４年度の利用者数は、年度当初１０

９人で、年度内に開始した方が２７人、施

設入所や死亡などで廃止した人が２７人

となっておりまして、令和４年度末現在で、

年度当初と同数の１０９人でございます。 

 なお、緊急対応につきましては、令和４

年度、通報が２３９件、うち出動員対応は

３６件、救急搬送は２４件でございました。

令和３年度と比較しますと、通報が５件の

増加、うち出動員対応は２１件の減少、救

急搬送は１件の減少でございました。 

 続きまして、２点目、１６番目のご質問、

ゲートボール場等管理事業についてお答

えいたします。 

 太中浄水場のゲートボール場につきま

しては、利用しておられた団体より、ゲー

トボールを行う者の減少や新型コロナウ

イルスで活動を継続することが困難にな
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ったので、ゲートボール場を使用すること

をやめるという旨の書類を高齢介護課が

受け取りまして、上下水道部へ土地の返還

を行うこととなりました。その返還に当た

りまして、原形復旧が必要となったため、

高齢介護課の維持管理物件となっており

ます人工芝、トイレ、フェンスなどの撤去

工事に係る実施設計を委託したものでご

ざいます。撤去工事の竣工は、令和５年度

下半期でございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 小西課長。 

○小西障害福祉課長 質問番号１７番、福

祉タクシー事業のご質問にお答えします。 

 福祉タクシー助成費が減少している要

因として考えられますのは、利用者の高齢

化や重度化、コロナウイルス感染症による

外出控え、タクシー運転手の不足や、タク

シーの初乗り料金と初乗り距離を下げる

運賃の値上げなどが考えられます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 答弁が終わりました。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 それでは、２回目の質問に移ります。 

 自治振興事業の負荷軽減等々、書類の見

直しについてお伺いしました。 

 まず１点目の窓口の一本化では、既に効

果が出ており、ありがたい話だと思います。

一方、書類の見直しの簡素化は、今まだ各

課に申し入れている途中で、まだ担当課と

して進捗の認識ができていないというこ

とです。引き続き、その状況を注視してい

ただきたい。どういった形で簡素化された

のかも含めて自治振興課でもチェックし

ていただきたい。よろしくお願いします。 

 そういった意味で、自治会の負荷軽減は、

非常に重要な視点であると考えておりま

す。先ほども申し上げましたように自治振

興課が中心になってやっていただきたい。

窓口の一本化につきましても、摂津市のど

この課というのはあまり関係なく、ワンス

トップじゃなく、どこか一つの課が取りま

とめていただきたい。書類の提出、連絡に

ついて一本化していただくことが混乱を

招かないです。ひいては負荷軽減にもつな

がりますので、引き続きよろしくお願いし

ます。 

 地域活性化事業補助金につきましては、

現在、各校区の連合自治会に対して補助さ

れていると認識しております。現在、年々

加入率、あるいは自治会そのものの数が減

少しています。単一自治会、単位自治会の

施策については、非常に重要な視点であり

ます。財政的に助成する手数料についても

どれだけ効果が出てくるのか、しっかりと

見ていただきたい。 

 一方、私が思っていますのが、連合で活

動するのは大事だと思います。その中でも

連合でも少なくなり、鳥飼西地区でも今回

一つ自治会がなくなっています。単一自治

会で活動するのも、これからの自治会の繁

栄であったり、継続といった視点では大事

と思っています。後々、連合に補助するこ

ともそうですけれども、地域活性化補助金

で、事業補助金を単一自治会に渡していく

とか、時代の流れに合った対応を今すぐで

はなくても、早い段階だから検討していた

だきたい。そういったタイミングが来たと

きには、すぐ変更していく等々しっかりと

負荷軽減もそうですし、自治会が元気にや

れる。私が聞いているのは、自治会長は何

かやりたいけど、連合で承認されてへんか

ら補助金が出えへんねんとか、例えば連合

自治会長の体調が悪くなっているとか、私

の近くの人もそうなっています。そうする
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と連合自治会そのものの活動が麻痺しま

す。それで全体に影響を与えたら駄目なの

で、臨機応変に対応ということも含めて、

今後検討していただきたい。要望としてお

きます。 

 市民活動支援事業の今後の方向性です。

鉄道会社と早期に話し込まれるというご

答弁だったと思います。普通財産にして、

資産活用課に引き渡していくお話だった

と思います。資産活用課は、総務建設常任

委員会で、所管は違いますが、有効に使っ

てほしい。地元の要望等々はないのかもし

れませんけれども、立地的にはいいところ

だと思います。単に普通財産にして渡すだ

けではなく、有効に活用していただきたい

と申し添えておきます。これも要望として

おきます。 

 証明書交付等事業のコンビニ交付にお

ける状況と北摂他市の状況を聞かせてい

ただきました。土日祝で交付できるのは、

戸籍証明は駄目で、住民票と印鑑証明だけ

です。北摂他市では、箕面市、豊中市が同

じく戸籍証明がいけるということ、土日祝

もいけるということでした。ただ、土日祝

の内容が異なるからリスクも伴うという

ことだったと思います。私の認識不足もあ

り、夜間・休日いけると思ってちょっと走

った日もございます。私と同じ勘違いされ

ている方もおられるかもしれませんので、

ぜひ、コンビニの交付が便利だと周知する

とともに、土日祝の制約といったところも

丁寧に対応していただきたい。 

 加えて、窓口軽減でいくとコンビニ交付

が多少効いていると思います。市民の利便

性向上もそうですけれども、いろんな視点

でサービス向上に向けて努めていってい

ただきたいのでよろしくお願いします。 

 続きまして、個人番号カード交付事業で

す。 

 令和４年度に取り組んだ具体的な普及

策と順位等々、混乱についてもお聞かせい

ただきました。摂津市は、昔上位３番手以

内に入っていたかと思うんですけど、８番

手ということです。パーセンテージでいう

と、上位とあまり差がなく、上位をキープ

されていると感心しました。昨年に引き続

き出張申請サービスを行われました。ある

いはマイナポイントの混乱回避もされま

した。私は窓口の番号案内システムがかな

り効果的だったと思います。その番号シス

テムは、呼出し番号だけじゃなく、各種申

請もこのモニターを見ると自分が何人目、

何分待ちだとか、その間にちょっと抜けた

りして有効に時間をつくれると思います。

いろんな意味で業務改善、市民サービスの

向上を図れていると理解しました。 

 個人番号カードについては、マイナポイ

ントの２万円を交換するポイントも９月

末に終わっていますけれども、引き続きマ

イナンバーカードの利点の周知も含めや

っていただきたいので、よろしくお願いし

ます。 

 続きまして、斎場管理についてです。 

 ５か年計画の進捗と残額についてです。

進捗については計画どおりと理解しまし

た。毎回言っていますが、私、設備管理を

ずっとやっていました。設備は突然故障す

ることもございますし、計画どおりにいか

ない場合もありますので、しっかりと計画

を組むとともに、状態も見ながら、適切な

対応をしていただきたい。その場に、アジ

ャストするわけじゃなく、中長期的な目線

で、どうしなければならないかに取り組ん

でほしいので、よろしくお願いします。 

 それと５０万円は緊急修繕で理解しま

した。管理するという側面でいくと、同じ
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項目に５０万円の緊急と入っているのは、

管理しづらいと思います。適正に予算管理

していこうとするならば、緊急修繕と修繕

費と分けてしないと、ここだけ見ると何も

分からないです。たまたま私、切りのいい

数字だったので気づきました。管理する立

場において、適切な予算執行で、その辺り

の表現の仕方も一定工夫していただきた

い。 

 斎場の使用状況です。事務報告書を読ま

せていただきました。ここ数年の使用状況

でいくと、いわゆる市内と市外の割合、先

ほど答弁がありました。ここ数年上がって

きたと言われていたと思います。その状況

と北摂他市の料金設定もお聞かせいただ

きたいので、よろしくお願いします。 

 摂津ふれあいマラソン事業の工夫され

た点等々についてお聞かせいただきまし

た。窓口混雑防止のためにゼッケンを事前

に送るとか、当日はＴシャツのみにしたこ

とで、時間短縮が図れ、好評だったという

ことです。負荷軽減、混乱防止に取り組ま

れたと理解しました。徐々に認知度も向上

していると思いますし、市外の参加者も増

えているかと思います。市内の参加者を増

やしていただきたいので、ぜひしっかりと

ＰＲに努めていただきたい。また、先ほど

ボランティアの話がありました。ボランテ

ィアは非常に大事で、なくてはならない存

在であると思います。一方、昔、ミスもあ

ったかと思いますので、そういったところ

の再発防止はしっかり図っていただきた

い。役所側でしっかりコントロールし、そ

れぞれのところでしっかりとボランティ

アと協力しながらやっていって、摂津市を

盛り上げていただきたい。要望としておき

ます。よろしくお願いします。 

 続きまして、質問番号７、アスリートス

ポーツ教室です。 

 実績等々の分析、あるいは子どもに対す

る効果・影響をお聞かせいただきました。

答弁にありましたように技術面の向上の

みならず、内面的な成長を促す機会、まさ

にそのとおりだと思います。スポーツは、

子どもたちの心身の健全な育成に欠かせ

ないものだと思います。若いうちから健康

なんか考えていないと思いますけれども、

スポーツにいそしむことで仲間をつくれ

るし、ひいては自分の健康を維持できると

思います。ぜひ、このアスリートスポーツ

教室、またパリのオリンピック等々あり、

機会もまた訪れます。一流トップアスリー

トと交流する機会という意味でも引き続

きやっていただきたい。また指定管理者の

ＳＳＫ特有のルートというか、それを持っ

てはるように見えるので、有効活用しない

手はないと思います。しっかりとタッグを

組んで継続的に取り組むことを期待して

います。これも要望とします。 

 続きまして、質問番号８です。 

 体育施設管理事業での味舌体育館での

効果等々についてお聞かせいただきまし

た。事務報告書を見ましても、全体として

どうなるんかと見ていたら、近隣の正雀体

育館の利用者等も減っていないです。一方、

トレーニング室の利用でいくと、初年度１，

６６８人登録されているというご答弁も

ありました。新たに利用されている方が増

えている、あるいはその掘り起こしという

ことができているのではないかと思いま

す。非常にいい傾向と思います。私も早速

この味舌体育館を使わせていただいて、現

地に行ったんです。予約を取るのが一苦労

です。ほかの公共施設と一緒だと思います

けど、土日は抽せんになり、２回行かなあ

かん、あるいは期限内にお金を払いに行く
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ということがあります。所管課としての見

解を聞きたいです。デジタル化、キャッシ

ュレス化はやっていかなあかんと思いま

すので、この課題をどう所管課として理解

されているのか、もし取り組んでいること

があれば一緒にご紹介いただきたい。 

 続きまして、質問番号９、鳥飼なすです。

現状の課題について、今年は酷暑もあった

かと思いますので、なかなか広く流通させ

られなかったというご答弁がありました。

たくさん確保できへん状況もあると思い

ますけれども、庁内で売られたり、あるい

はいろんなところでの流通という販路拡

大もしていただいております。地道に取り

組んでおられることは理解しております。

また、今年度開催されたなすＯＮＥグラン

プリ、私も商工会から聞いております。非

常にいい取組で、Ｂ級品をうまく活用して、

市民あるいは市内外の人に食べてもらう

のは非常にいいことだと思います。 

 鳥飼なすは、先ほどなかなか作るのが難

しいとおっしゃっていましたけど、行政経

営戦略の令和４年度進捗管理では、より高

度な栽培技術の獲得方法を検討するとあ

りました。これからのことだと思いますけ

ど、具体的にどういうことを考えられてい

るのか聞かせていただきたい。 

 続きまして、質問番号１０、産業振興課、

ビジネスサポートセンターについての取

組の効果を聞かせていただきました。３３

６件、少し増えている状況で、しっかり取

り組まれており、２名体制になったことで、

それぞれ女性、男性というくくりがいいの

かどうか、それぞれの経験特性が生かされ

ていると理解しました。対応の幅が広がっ

ていると思います。また、ご答弁の中で事

業者同士のマッチングとおっしゃったと

思うので、具体例が出ているのであれば、

マッチング事例について、ご紹介ください。 

 続きまして、質問１１、摂津ブランドの

認定制度です。優技（すぐれわざ）の狙い

と実績についてお伺いしました。本当にＢ

ｔｏＢ、匠というところに技術的なアプロ

ーチは非常に重要やと思っていますので、

感心しております。そういった意味では、

摂津ブランドもさらなる価値向上が図れ

ると思います。摂津優技（せっつすぐれわ

ざ）を創設したことによって、例えば中小

企業、事業者からどんな反響があったのか、

波及効果、そういったことがあるんだった

ら、お聞かせください。 

 次に、１２番目、環境政策課、地球温暖

化対策の太陽光発電の設備の設置につい

てのヒアリング結果等々をお聞かせいた

だきました。これはイニシャルコストが高

いのでＰＰＡ方式で、検討が進められてい

ます。一方、太陽光パネルは、既存施設で

あると、耐荷重の問題、施設のそういう確

認、検討、管理できるのだろうかとか、あ

るいは、屋上そのものに上がられへんかっ

たら管理もできないので、そういった確認

も必要と思います。ぜひ施設改修に合わせ

て事前にいろんな角度で調査してつくれ

るのかどうかは、一定早めに整理する必要

があると思います。所管は違いますけれど

も、ＦＭという観点で、しっかりと連携を

図っていただきたいので、よろしくお願い

します。 

 地球温暖化といえば、適応とか緩和とよ

く言われます。本当に幅広い対応が必要か

と思います。こういう指標とかをせっかく

つくっているので、分かりやすい、守りや

すい指標、しっかりとつくっていただき、

ＰＤＣＡを回していく、どこまで進んだの

かも一定管理する意味でこだわっていた

だきたい。脱炭素社会とよく言われます。
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中長期的な目線でしっかり取り組んでく

ださい。これも要望としておきます。 

 続きまして、保健福祉課、質問番号１３、

健都推進事業です。産学官民連携プラット

フォームについて、健都ヘルスサポーター

が着実に増えているというご答弁だった

かと思います。行政経営戦略の令和４年度

進捗管理を見ますと、ヘルスサポーターの

会員が増え、地域実証に参加されたことで

新たな健康医療サービスの創出につなが

ったと書いてあります。これも令和４年度

取り組んだ効果と思います。その成果・効

果についてどう捉えているのかお聞かせ

いただきたい。 

 続きまして、質問番号１４、健幸マイレ

ージです。令和４年度の展開と活動量計と

スマホの割合、男性の歩数が５７０歩増え

ており、非常に興味深い現象が生まれてい

るかと思います。割合については活動量計

約６３％、スマホが約３７％で、活動量計

が多いです。私も最初スマホでしたけど、

活動量計に変えてもう４年ぐらいになり

ます。こっちのほうが使いやすいと、個人

的には思います。 

 あと全体的に参加者が増えています。事

務報告書を見ますと２０歳から３９歳ま

での若年層がなぜか５０人減っています。

自分から手を挙げてやめると言わない限

り減らないのではないかと思います。その

要因分析と、若年層、あるいは無関心層に

対してのアプローチをどうされたのか、そ

の分析も含めてご答弁いただきたい。 

 続きまして、質問番号１５、ひとり暮ら

し高齢者の緊急通報装置です。 

 実績は、２３９件です。搬送が２４名で、

一定、人の命を守るじゃないですけれども、

効果は出ていると思います。一方、令和４

年度は利用者が１０９名で、前年度から減

っています。せっかくいい装置にもかかわ

らず、残念だと思います。令和４年度は固

定電話のみの装置ということもあります

けれども、改めてこの要因、１０９人をど

う捉えられているのかお聞かせください。 

 次に、ゲートボール場、質問番号１６で

す。 

 理解しました。上下水道部に返還すると

いうことです。跡地活用でいくと、自治会

とか老人クラブ、あるいは地元の方々から

要望が出ていたのではないかと思います。

市として要望があったのか、捉えられてい

るのか教えていただきたい。 

 最後１７番目、福祉タクシーです。執行

率の利用が減っている要因等々について

お聞かせいただきました。その要因の一つ

として、高齢化もそうですけど、タクシー

料金の値上げとおっしゃっていました。値

上げについては、こちらでコントロールで

きることではないと思います。値上げ状況

は今どうなっているのか参考に聞かせて

いただきたい。タクシー料金、結果的にサ

ービスが低下していると一瞬思ったわけ

で、その辺りどう捉えられているのか、併

せてお聞かせください。 

 ２回目は以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 森口課長。 

○森口市民課長 それでは、市民課に係り

ます質問番号５番、斎場の件についてご答

弁申し上げます。 

 市外者の比率、それから北摂他市の市外

者料金の設定についてでございます。森西

委員の質問のときにも触れておりますが、

高齢社会の進展に伴って、火葬件数は近年

増加傾向にございます。市外者の比率も

年々増加しておりまして、令和元年度は１

４．２％、令和２年度が２０．１％、令和
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３年度が２６．２％、令和４年度が２２．

０％となっております。令和４年度につき

ましては、途中から２枠目と４枠目を市内

者専用枠として運用した効果もあり、令和

３年度比で若干減少に転じております。 

 北摂他市の火葬料状況といたしまして

は、令和４年度時点で、市内者と市外者の

料金差が２倍から４倍の間となっており

ます。今年度から値上げいたしました摂津

市の料金差５倍は北摂の中では最も差が

ある状況でございます。 

 また金額につきましても大人料金では、

箕面市の６万１，１００円が最も高く、摂

津市の改定後料金７万５，０００円はそれ

よりも高い設定となっております。大阪府

平均では、市内者と市外者の料金差が４．

８倍であり、摂津市の改定後料金５倍はお

おむねそれに準じた状況となっておりま

す。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 体育館の利用

の申請についてお答えいたします。 

 現在の屋内体育施設につきましては、使

用予定日の３か月前から申請を受け付け

ており、窓口での使用申請において希望が

重なった際には抽選としております。 

 またその後に空きがある時間帯につい

ては、公共施設案内予約システムにおいて

インターネット上で予約手続ができるよ

うに公開をしております。 

 委員がご指摘のとおり、インターネット

による予約は仮予約でございまして、その

後に窓口で使用料をお支払いいただくこ

とで予約完了となっております。施設予約

につきましては、インターネット上で決済

まで完了できるようにしてほしいといっ

たお声もございまして、料金を伴う公共施

設の各所管課と情報政策課とで課題を共

有し、現在の予約システムへのキャッシュ

レス決済機能の付加等について検討を進

めているところでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 山下副理事。 

○山下生活環境部副理事 それでは、２回

目のご質問にご答弁させていただきます。 

 本市の特産品であり、なにわの伝統野菜

として認証されている鳥飼なすですが、水

と肥料を多く必要とし、品種改良もされて

いないため、普通のなすよりも栽培に手間

がかかることから、生産量は限られている

のが現状です。農業振興会会員に限らず、

全国的に農業者の高齢化が進み、営農継続

が困難との声が聴かれます。少し砕けた言

い方になりますが、年を取ったから農業が

できないのではなく、年を取っても農業を

続けていくことができる、いわゆるスマー

ト農業についての情報を収集してまいり

ます。また、鳥飼なすは水を多く必要とす

るとのことですから、水耕栽培が技術的に

可能かどうかについて、大阪府北部農と緑

の総合事務所にも協力を仰ぎながら、調査

研究してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 それでは、質問番号

１０番、摂津ビジネスサポートセンターに

おける事業者のマッチングの具体例でご

ざいます。 

 成果事例の代表例といたしましては、機

械加工教育事業の立ち上げを検討してい

た事業者と、デジタル人材育成事業の立ち

上げを検討していた事業者のマッチング

を行い、中小製造事業者が直面する人材不

足などの課題解決や若者に対するものづ

くりの魅力発信などに取り組む一般社団
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法人を設立されました。この法人は、技術

継承と次世代の人材育成を目的に、産官学

連携プロジェクトとして、市教育委員会や

私立中学校・高等学校・大学、職業訓練機

関等と連携した様々な取組を現在進めら

れております。 

 続きまして、質問番号１１番、摂津優技

（せっつすぐれわざ）を創設したことによ

る反響や波及効果でございます。 

 令和４年度は、Ｊ：ＣＯＭのライブニュ

ースという生放送の番組で、摂津優品（せ

っつすぐれもん）と摂津優技（せっつすぐ

れわざ）を取り上げていただき、摂津優技

（せっつすぐれわざ）に認定されました株

式会社トーコーにもご出演いただき、摂津

ブランドのＰＲを行うことができました。 

 また、摂津優技（せっつすぐれわざ）を

創設したことで、これまで市と直接関わり

がなかった事業者を把握することができ、

市外に誇れる技術を持つ企業を知ること

ができました。今年度も含めまして、これ

まで摂津優技（せっつすぐれわざ）に認定

されました３社は、過去に大阪ものづくり

優良企業賞を受賞されており、大阪府でも

その技術が認められておりましたが、産業

振興課と直接接点はございませんでした。

そのような企業の話を伺い、各企業の取組

を直接把握することができました。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 浅尾課長。 

○浅尾保健福祉課長 答弁をさせていた

だきます。 

 初めに健都の産学官民連携の実証事業

のお問いでございます。実証事業につきま

しては、サポーター制度開始から今年３月

末までの間に、計６件、６５１名の参加人

数となってございます。主にイベントにお

ける健康測定に係る事業でのニーズ調査

等に多くの参加者があり、現時点で実証か

ら事業化に至ったものが１件ございます。

今年度に入りまして、健都参画会議におい

て健都進出企業にも、これらの実証事業の

件数等の共有を図っており、今後実証事業

を一定件数実施していくことができるよ

う、また健康についての高い意識を持った

サポーターの人数を増加させていけるよ

う、吹田市、それから健都共創推進機構と

ともに取り組んでいるところでございま

す。 

 １４番目のご質問で、健幸マイレージの

若年層の５０名減のお問いでございまし

た。５０名減の主な要因としましては、昨

年１２月に転出、死亡等の方の退会処理を

実施していることによるものでございま

す。ただ、全体の参加者の属性におきまし

ても、３０歳代以下の参加者は全体の約１

０％にとどまっておりまして、若い世代の

新規参加者、これを増やす必要があると認

識をいたしております。 

 若い世代の新規参加者の人数を増やす

取組といたしましては、ウオーキングや健

康器具に関する動画を作成し、啓発を行う

ほか、若い世代の来場者が多い明和池公園

での秋フェスにおいて参加者を募るなど

の取組を行いました。結果として、３０歳

代以下の新規参加者数は、昨年度４５名と

いうことにとどまっており、取組が十分で

はない部分があったと考えてございます。 

 今年度は市の体育施設での啓発チラシ

の配布に向けて調整を行っているところ

でございます。 

 また特に若い世代におきましては、スマ

ートウォッチ、ウェアラブル端末等、他の

スマートフォンアプリなど本市の事業と

は別の取組を実施、または移行されている

可能性も一定あるのではないかと見てお
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ります。今年度には、次期「健康せっつ２

１」に係る市民調査を行うこととしており

ますが、実態把握につながる調査項目につ

いて現在検討しているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 １５番目のご質問、

緊急通報装置についてお答えいたします。 

 第８期のかがやきプラン策定時の介護

予防・日常生活圏域ニーズ調査において、

突然の体調不良時の緊急対応サービスの

ニーズが高かったことから、重篤な疾病を

持たなくとも高齢になり、急な体調の変化

に不安を感じている方々にも緊急通報装

置を貸与することが課題であります。また、

詐欺のリスクを回避するなどの理由で、固

定電話の利用を解約する高齢者が増えて

いる中、固定電話をお持ちでない高齢者に

も貸与することが課題でございました。そ

のような中、令和５年７月に緊急通報装置

の貸与対象者につきまして、ひとり暮らし

の高齢者だけでなく、高齢者のみの世帯も

対象にいたしました。また、心疾患、脳血

管疾患等の急変のおそれがある方という

要件を撤廃いたしました。そして設置形態

につきまして、固定電話回線をお持ちでな

い方には、携帯電話型の緊急通報装置を貸

与することといたしました。令和５年６月

までは月に二、三人程度の新規利用がござ

いましたが、７月に７人、８月に１２人、

９月に５人、３か月合計で２４人の新規利

用がございました。うち、携帯電話型は７

人でございました。 

 続きまして、１６番目、太中ゲートボー

ル場の跡地活用についてお答えいたしま

す。 

 令和４年３月に自治会から活用につい

ての要望書を高齢介護課が受け取りまし

た。防災や交流の観点からの要望でござい

ました。そして令和４年度に入りまして、

関係課と協議を行いましたが、地中に貯水

槽がございまして、活用に制限があるため、

具体的な活用策の決定に至らず、自治会と

協議した上で、撤去工事に係る実施設計を

行いました。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 小西課長。 

○小西障害福祉課長 １７番目、障害福祉

課に係ります２回目のご質問にお答えい

たします。 

 タクシー料金の値上げ状況と、その課題

認識についてでございます。大阪府内のタ

クシー料金の改定状況につきましては、令

和元年１０月に、初乗り距離２キロメート

ル以下までを６８０円でありましたとこ

ろを６９０円に改定し、その翌年、令和２

年２月に初乗り距離１．７キロメートル以

下までを６８０円に改定されました。なお、

今年の６月には初乗り距離１．３キロメー

トル以下までを６００円に改定となって

おり、乗車距離に対する運賃がどんどん上

がっている状況にあります。 

 また、制度創設時は、初乗りで利用でき

る距離が２キロメートル以下であったの

が、現在は１．３キロメートル以下と、無

料でタクシーを利用できる距離が短くな

っており、タクシー料金の一部助成による

在宅重度障害者の日常生活の利便と社会

参加の促進を図るという当初の事業目的

が達成できていない面もあろうかと認識

しております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 答弁が終わりました。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 
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 ３回目、おおむね要望にしたいと思いま

す。まだお聞かせいただきたいところもあ

りますので、よろしくお願いします。 

 まず、質問番号５の斎場管理です。 

 使用状況とここ数年の利用割合、北摂の

料金設定等々についてです。年々市外者の

利用が増えているということです。２２．

０％が令和３年度末で、値上げしたことに

よって、若干抑制できたという理解だった

と思います。 

 また、大阪府平均では、市内外の料金差

は５倍、北摂で一番高いということだった

と思います。摂津市の５倍は妥当な変更だ

と認識しています。 

 市内の方は利用したいと思ってもでき

ない状況です。ぜひ回避していただきたい。

別に市外の方を排除するわけではないの

ですが、そういった措置を取っていただき

たいので、ご質問させていただきました。

市内の利用枠もうまくやられているよう

ですし、これからも工夫しながらしっかり

やっていただきたい。まだ料金改定したば

かりですけれども、状況に応じて適宜適切

な判断、執行も必要になると思いますので、

ぜひよろしくお願いします。これは要望と

いたします。 

 続きまして、質問番号８番、体育施設の

予約システムです。インターネット上でも

決済してほしいという市民の声があると

理解しました。そのとおりだと思いますし、

既に検討を開始されているので安心して

おります。恐らく、情報政策課がイニシア

チブを取ると思いますけど、ぜひ庁内全体

で横串を入れて、そういった仕組みを構築

していっていただきたい。何か足を運ぶこ

とによっての利点、よさがあるのならそれ

を残しつつ、デジタル化、キャッシュレス

化も複合的に考えて、より市民の方に使い

やすいよう工夫しながらやっていただき

たいのでよろしくお願いいたします。これ

も要望とします。 

 続きまして、質問番号９、鳥飼なすです。 

 高度な栽培技術をお聞かせいただきま

した。鳥飼なす、私も実は作ったことがあ

り、失敗したんです。大量の水が要ります

し、僕は少ない量でやったので、なかなか

おいしいものができなかった経験があり

ます。先ほど高齢化の話もありました。年

とってもやれるようにもしていただきた

いですし、高齢化はこれから深刻な問題に

なってくると思います。また、水耕栽培の

話があったと思います。私も素人ながらに

そんなんできないのかと思っておりまし

たので、しっかりとトライしていただきた

い。また、地産地消を市民の方にもしっか

りなじむものにしていく、なにわの伝統野

菜、これも摂津ブランドの向上にもつなが

りますので、ぜひ力を入れてやっていただ

きたい。どんどん盛り上げていただきたい

と思います。要望とします。 

 続きまして、質問番号１０です。事業者

同士のマッチング事例をお聞かせいただ

きました。これは結果的に、人材不足の解

決とか、いろんな機関との連携を図る取組

につなげられていると理解しています。 

 ビジネスサポートセンターは、会派とし

て推奨してきた制度です。これからも精力

的に取り組んでいただきたい。ビジネスマ

ッチングフェアをやられていたと思いま

す。令和４年度で見ますと、オンラインだ

けじゃなくて、久々に対面でされたと事務

報告書に書いていました。そこの実績、内

容をお聞かせいただきたい。簡単で結構で

すので、よろしくお願いします。 

 続きまして、質問番号１１、摂津ブラン

ド認定制度、すぐれわざを創設したことの
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波及効果とか影響等々です。今まで知らな

かった技術とかを知るきっかけにもなっ

たという非常にいい取組だと思います。た

しかＪ：ＣＯＭに取り上げられたとおっし

ゃっていました。こういったＰＲをするき

っかけにもなるので、そういう機会を増や

すのは大事だと思います。ぜひこれからも

やっていただきたい。よく言っていますけ

ど、優品（すぐれもん）とか、優技（すぐ

れわざ）をどんどん輩出することによって

摂津ブランドも確立されます。東大阪市の

中小企業、この土日もやっていましたけど、

よくテレビに出ています。ぜひ摂津市が出

るようになればと思います。４，０００を

超える事業所もございますし、すごいいい

取組をされていると思います。しっかりＰ

Ｒしつつ、市内事業者を市外に知っていた

だいたら絶対注目されます。ＢｔｏＢじゃ

ないですけど、つながっていくことにもな

りますので、ぜひこれは力を入れていただ

きたい。要望とします。 

 続きまして、質問番号１３、健都推進事

業の健都ヘルスサポーター制度について

お聞かせいただきました。結果的に事業化

に至ったのが１件です。ご答弁の内容も理

解しましたし、成果として生まれていると

理解しました。この秋の健都フェスは取り

組まれるのか。先ほど健幸マイレージはや

られると言っていたのですが、こちらもぜ

ひＰＲしてほしいと思います。市民の自主

事業というところでいくと、市民としても、

事業所としても双方メリットがあると思

います。それが健康への気づきにもなると

思いますので、ぜひ産学官民連携体制で、

しっかり確立していただきますよう、よろ

しくお願いします。これは要望とします。 

 続きまして、質問番号１４、健幸マイレ

ージです。 

 無関心層へのアプローチ等々、若年層が

減った理由は、結局精査して減っていたと

いうことだと思います。若年層が、こんな

活動量計を持って歩いているイメージを

持てませんので、なかなか難しいとは思い

ます。ほかのアプリを使われているという

ことは、結果的に健康につながっていたら

いいですけど、ぜひ諦めずにアプローチし

ていただきたい。 

 確認で、スマホアプリの未送信の方が４

０％と言われていました。改善の取組につ

いて、令和４年度にやられていることがあ

れば。せっかくやるのであれば、効果を味

わいながらやってほしいです。活動量計８

００円ほどで提供しているのであれば、し

っかりと実績も拾う必要があると思いま

すのでお聞かせください。これも簡単で結

構ですので、よろしくお願いします。 

 質問番号１５、緊急通報装置です。利用

者が少ない理由と課題、今後の取組まで言

ってくれはりました。理解しました。あり

がとうございます。これも昔、大阪市の取

組を何回か紹介しながら、要件緩和等々繰

り返し要望させていただきました。令和５

年度に入ってからこの３か月で２４名の

新規採用があり、効果があったと高く評価

させていただきたい。 

 あと、私の父親がこの８月から奈良県の

上牧町で一人暮らしになり、そこでも緊急

通報装置があるかと思って調べたらあり

ました。重篤な疾患を持っていなくてもス

ムーズにできたので、同じ条件でやってい

ると思います。向こうは大阪ガスでした。

私が思うに、離れている息子にとっては非

常にありがたいです。ボタンを押して反応

がなかったら救急車を呼んでくれるとか、

相談ボタンもありますし、携帯型のボタン

も全部一緒のような感じでした。これから
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高齢社会で、独居老人が増えてくると思い

ます。ぜひＰＲしていただきたい。利用者

拡大に向け、そういったことが家族全員の

安心につながります。ぜひ精力的に取り組

んでいただきたい。以上です。 

 質問１６番目、太中ゲートボールの跡地

の活用です。有効に活用してほしいという

声があって、そこから動いているというこ

とです。過去の話になるかもしれませんが、

地元のいい交流の場になっていたと思い

ます。上下水道部に返還されますが、いろ

んな条件もあろうかと思いますけれども、

空き地をほっとくのはもったいないので、

ぜひ有効に活用していただくように、ここ

で言うことかどうか分かりませんけど、申

し添えておきます。どうかよろしくお願い

します。 

 最後、質問番号１７、福祉タクシーです。 

 値上げとサービス低下の課題について、

理解しました。結局、タクシーの値上げを

こちらで止めることはできないのですが、

結果的にサービスの低下であったり、事業

目的の達成ができなくなりつつあるよう

に受け止めました。今後どうするのか、担

当課としてこの課題について、どう考えて

おられるのか。タクシー料金はこちらでコ

ントロールできないので、それに対してど

うするのかという視点のご答弁で結構で

すので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 それでは、令和４年

度ビジネスマッチングフェアの実績、内容

についてお答えさせていただきます。 

 質問番号１０番でございます。３年ぶり

に対面開催といたしましたビジネスマッ

チングフェアは、二部制で開催いたしまし

て、第一部では、国立循環器病研究センタ

ー及び株式会社友安製作所の２社による

講演会を実施、第二部では、参加企業によ

る交流会、商談会、企業紹介プレゼンテー

ションを開催いたしました。５７社から参

加いただき、アンケートでは、全ての企業

から「満足」、または「ほぼ満足」と回答を

いただきました。また、商談につながりそ

うな事業者が見つかったという企業も１

７社ございまして、連携のきっかけを提供

できたと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 浅尾課長。 

○浅尾保健福祉課長 それでは、健幸マイ

レージに関するご質問に答弁をさせてい

ただきます。 

 委員のご質問にもございましたとおり

スマホアプリのデータ、参加されている方

のデータ送信率は、一昨年より改善はして

おりますけれども、継続・新規ともに昨年

度も約４割となってございます。活動量計

を継続使用されている方の６割強と比較

いたしまして、送信率は依然低い状況にご

ざいます。このため、昨年は未送信が１年

以上続いている方約１，１００名へ勧奨通

知を送付し、３７０名が再開されることと

なったほか、ポイント事業を市のスポーツ

系イベントを中心に拡大し、広報や市のＬ

ＩＮＥ、地域福祉通信による周知を行うな

ど、健康の取組を継続していただけるよう、

取り組んだところでございます。 

 また今年度は、これらに加えまして、ア

プリ内の通知機能を活用した継続勧奨、ま

たポイント付与事業の案内に取り組んで

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 小西課長。 

○小西障害福祉課長 １７番目の３回目
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のご質問にお答えいたします。 

 福祉タクシー事業の課題について、今後

どのようにしていくかとのお問いでござ

います。 

 北摂他市の同制度の状況を見ますと、１

回のタクシー乗車時の利用枚数は１枚ま

たは利用料金に応じて２枚まで可能であ

ったり、割引額も初乗り運賃の９割である、

または上限１，０００円としているなど、

市によって様々な状況にあります。 

 今後、物価上昇に連動して、さらに値上

げが続くのならば、制度の見直しも必要に

なってまいるかと考えております。しかし

ながら、現在の利用券が使用できるタクシ

ー事業者７４社との５年間の契約を本年

度４月に締結したばかりで、すぐに契約の

変更が困難な状況にあります。今後とも、

他市状況や経済状況を注視しながら、タク

シー事業者とも適宜協議し、事業目的が果

たせる制度の見直しについて調査研究を

進めてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 答弁が終わりました。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 ご答弁ありがとうござ

います。最後にします。全て要望です。 

 一つ目、質問番号１０、ビジネスマッチ

ングフェアの実績と声等々お聞かせいた

だきました。アンケートでは満足度が高か

ったということです。対面の効果、顔と顔、

いわゆるＦＡＣＥ ＴＯ ＦＡＣＥが一

番効果が出ると思います。令和４年度、摂

津優品（せっつすぐれもん）に加えて優技

（すぐれわざ）を認定されています。認定

製品、製造企業同士の交流、あるいは共同

展示会等々出展など実施されている例も

ございます。優技（すぐれわざ）はＢｔｏ

Ｂ、まさにこういう接点はその技術が融合

され、新たな製品、技術が発展していく、

あるいは事業が拡大していく可能性も秘

めていますので、どうかこれからもしっか

りと取り組んでいただきたい。マッチング

についても広げていただきたい。要望とし

ます。 

 続きまして、健幸マイレージです。 

 未送信者へのアプローチをお聞かせい

ただきました。ありがとうございます。こ

れも適宜しっかりとアプローチしていき

たいと思います。事務報告書を見ますと、

男性の参加者が女性の半分というのが非

常に気になります。生活習慣病は男性の方

に多いので、出不精の方も多いでしょうし、

ぜひ何かそういった男性の方が出れるよ

うなアプローチの仕方をしてほしいと思

います。無関心層へのインセンティブ、令

和５年度から商品形態というか、倍のチャ

ンスに変え、いろいろ工夫はされていると

思います。ぜひ無関心層、男性の参加者獲

得を目指していただきたい。魅力ある事業

を展開してください。これも要望とします。 

 最後、福祉タクシーです。ありがとうご

ざいます。課題についてお聞かせいただき

ました。見直しの必要性を認識させていた

だきました。ご答弁にありましたけれども、

初乗りで２枚使うとか、１，０００円まで

という、非常にいいといいますか、言い方

は悪いですけど、執行率でいくと余力はあ

るので、工夫していただきたい。 

 一方、先ほどご答弁がありましたけれど

も、見直した直後ですので、すぐにやると

なかなかいろんなマイナス要素が出てく

ると思います。これも適宜状況を見ながら、

例えば中間見直しをするとか、値上げした

ときにアプローチするとか、市民、事業者

への理解も含め、タイミングを見て、アプ

ローチしていただきたい。よろしくお願い
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します。 

 以上です。ありがとうございます。 

○増永和起委員長 光好副委員長の質問

が終わりました。 

 ほかにございますか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 要望になります。 

 様々な質疑がある中で感じた点です。既

に来年度の予算要求も進められておられ

ると思います。私ども、民生常任委員会は、

一番市民の皆さんに近い課題を扱ってい

ると思います。質問の多くも、コロナ前と

の比較というご質問が多かったです。最近

再開をされた地区市民体育祭であるとか、

公民館まつりに行って感じますことは、こ

の４年間、わずか４年間とも言えるかもし

れませんけれども、市民の皆さんが思うよ

りも高齢化が進み、また体力の低下を非常

に感じました。また人と人との関わり方の

変化も非常に大きくなってきていると思

います。その上で、私が感じました具体的

な項目としては、１０点以上あるんですけ

ども摂津まつりの内容、貸館の在り方、か

がやきプランの考え方、企業誘致に関する

補助の在り方、斎場の運営、中小企業融資

のメニュー、商品券や割引券の内容やシス

テム、（仮称）味生コミセンの計画と推進、

文化に関する行事の在り方、ごみ収集体制、

社会福祉協議会の在り方、各種ワクチン接

種の取扱い、独り暮らし支援の進め方、国

際交流の在り方、自治活動、各種行事につ

いて、各種検診の進め方、最後に民生委員

の活動や推進、特に先ほど申し上げた高齢

化や関わり方の違いに大きく影響すると

感じました。そういう観点から来年度の予

算を考えるに当たって、ニーズにきちんと

合っているかどうか、その内容が必要な内

容なのかどうか、見直ししたほうがよい内

容、それから不要ではないか、その分ほか

の方法に活用したらいいのではないか、

様々試行錯誤をしていただきたい。４年、

５年前にご自身が担当している部署のそ

のときの課長がいてはると思います。その

方とも連携を取っていただいて、自分の考

えが本当に合っているのかどうか、しっか

り練っていただきたい。その上で、副市長

にもお願いしたいのは、今同じ部署にいら

っしゃる方はお話合いができると思いま

すが、所管が変わってしまったとか、いろ

いろあると思います。その辺、副市長をは

じめ、部長級の皆さんが連携をして、本当

に必要な予算編成になるよう要望して終

わります。 

 以上です。 

○増永和起委員長 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後２時１８分 休憩） 

（午後２時２１分 再開） 

○増永和起委員長 再開いたします。 

 認定第６号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 森西委員。 

○森西正委員 事務報告書を見ますと、令

和４年度、５月１日は２６事業所から、１

１月１日は２８と二つ増えて、２月１日は

２７で、間で二つ増えて、一つに減ったん

です。まず、二つ増えて一つ減ってという

短期間の間でそういう流れは理解し難い

ので、ご説明をいただきたい。 

 被共済者も事業所が増えて減るのであ

ったら、そこも同じような流れになると思

います。ここは１１月１日の被共済者と２
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月１日の被共済者での人数が一緒なので、

どういう流れになっているのか教えてい

ただきたい。 

 それと決算概要のパートタイマー等の

退職金共済管理事業で、口座振替のデータ

転送委託料２１５円が出ています。この２

１５円は何なのかご説明いただきたい。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 それでは、加入事業

所数と被共済者数の増減の推移の件でご

ざいます。 

 事業所の加入につきましては、９月に加

入されていた１社が分社化されまして、１

社から２社になられています。それから１

１月に新規の加入がございましたので、合

計２社増えております。１社の減少につき

ましては、１２月に被共済者一人しかいま

せんでした事業者の被共済者が退職され

ましたので、こちらの加入事業者が退会さ

れたという形になっております。被共済者

の流れにつきましても、申し上げました分

社化に伴うものと、一人しかいなかった事

業者の退会がございましたけれども、退会、

加入に伴う増減はそれぞれ１名ずつでご

ざいます。 

 それから、口座振替のデータ伝送委託料

でございます。こちらにつきましては、令

和４年度から、これまで直接、職員が伝送

しておったものを全庁的な流れの中で口

座振替の金融機関へのデータ伝送につい

て委託をすることになりましたので、他課

と併せまして、その業務を委託したもので

ございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 事業所数と被共済者の流

れは、ご説明いただいて分かりました。 

 口座振替の伝送の委託料を確認させて

いただきたい。 

○増永和起委員長 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 口座振替のデータ

伝送につきましては、共済掛金のデータの

伝送でございます。どこの金融機関からい

くらの掛金の納入があるかというデータ

の各金融機関への伝送でございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 分かりました。前からここ

で話をさせていただいているのですが、摂

津市の中で４，０００を超える事業所があ

ります。ここでいうと２７事業所、それが

どうなのか、中小企業退職金共済で掛けら

れているところは、それでいいと思います。

市内の事業所で中小企業退職金共済も含

めてされていないところに、本市のパート

タイマー等退職金共済制度はどうですか

と勧めていかなあかんと思います。摂津市

全体の事業所数からすると、中小企業退職

金共済と本市のパートタイマーの共済掛

金の制度を掛けられていたら別にいいと

思います。両方掛けられていないところは、

本市が特別会計でこの制度を創設してい

るので、加入をいただく方向に進めていく

べきだと思います。その点をどのような考

えなのか。以前から話をさせてもらってい

ますけれども、本市が関わっている事業所

が、実際、パートタイマーの共済の事業を

しているのかどうかがあると思います。そ

こはまず市の関わっているところ、例えば

補助金を出しているところとか、外郭団体

であったりとかから、まずと思います。そ

の点のお考えをお聞かせいただきたい。 

○増永和起委員長 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 委員がおっしゃい

ますとおり、市内事業所において退職金制
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度を掛けていらっしゃらないところにつ

いては、当然少なくとも市の制度でござい

ます共済制度に加入していただきたいと

考えております。掛金も一律２，０００円

ということで、低く抑えております。中小

企業退職金共済でしたら５，０００円が最

低となりますので、掛けやすい制度として、

まずは加入していただきたいと考えてお

ります。ですので、加入促進といいますか、

制度の周知に向けては、新しくチラシも昨

年度作成いたしまして、介護事業者にも配

布をさせていただきました。市に近い事業

所というところですけれども、介護保険事

業者の連絡会にもチラシをお渡しさせて

いただいて、周知いただいたほか、ビジネ

スマッチングフェアとか、市のイベントで

もパンフレットを設置しまして、周知には

努めております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 本市は中小企業のまちで

すから、この退職金制度がありますという

のは、中小企業からすると、人材確保のた

めにメリットになると思います。特に今、

介護の話がありました。この制度があるか

らと求人募集に対して、働きたいと思って

いただけるような目を引く一つの制度と

思います。介護のところもそうですけど、

そのほかのところも含めて、人を探すのは

大変なので、こういう制度もご利用くださ

いと進めていただきたい。まず知っていた

だくところが大事だと思います。中小企業

退職金共済の話で掛金が５，０００円から

ですから、そこまで費用はかからないとい

うこともメリットだと思います。摂津市内

の多くの事業所がこの制度を使われるよ

うに頑張っていただきたいので、よろしく

お願いします。 

○増永和起委員長 森西委員の質問が終

わりました。ほかにありますか。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 要望だけさせてもらい

ます。 

 このパートタイマー等退職金共済事業

は、ピーク時よりも大幅に加入事業所であ

ったり、人数が減っていると認識していま

す。事務報告書では、令和５年度は２７事

業所、１３０人です。過去の答弁を見てい

ましたら多分平成８年度ぐらいは、７５事

業所の６３０とか６００人以上でした。今、

状況は違うとは思います。森西委員の話に

もありましたけど、この事業のよさという

のは絶対あると思います。また特に先ほど

もありました零細企業、例えば１０人ぐら

いのところとかだったら中小企業退職金

共済にも入っておられないでしょうし、掛

金も違いますし、掛け捨てだったと思いま

す。こっちはそうじゃないという利点もあ

るので、何か入っていればいいのではない

かと思います。先ほどの話にもありました

が、４，０００事業所ある中で、うちのよ

さ、利点をＰＲしていただいて、しっかり

活用してもらいたい。中小企業退職金共済

を悪く言うつもりはないですけど、その差

をしっかりアピールする。独自施策をしっ

かりとＰＲして、加入事業所増に努めてい

ただきたい。 

 一方、すごく労力がかかるという分析、

見方があるのであれば、それはそれで、そ

ういった制度が成り立つのであれば、そう

いう判断も今後出てくると思います。費用

対効果も見ながら、しっかりとＰＲすると

ころはＰＲして頑張っていただきたいの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○増永和起委員長 光好委員の質問が終
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わりました。ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後２時３６分 休憩） 

（午後２時３７分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 認定第４号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 それでは、質問をさせて

いただきます。基本的なことが多くあるか

と思いますがお願いいたします。合計で５

問の質問をさせていただきます。 

 一つ目、決算書１８ページ、健康保険料

の全体的な話です。国民健康保険特別会計

の歳入が様々ございますが、このうちの保

険料の支払いの分で占めている割合はど

れぐらいあるのか教えていただきたい。 

 二つ目、決算書２４ページ以降、歳出の

項目が結構続いております。歳出のどの部

分がどの歳入を財源としているのか、一つ

一つは難しいと思うので、大まかにその関

係性について教えていただきたい。 

 三つ目、国保全般の質問です。令和４年

度、年間の被保険者数が１，０００人近く

減っております。過去を見ていきますと、

毎年毎年１，０００名を超えている年もあ

り、最近は１，０００名以下の部分が多い

と思います。毎年毎年減ってきており、そ

の要因についてどのように分析されてい

るのか、教えていただきたい。 

 四つ目、決算書２６ページ、保険給付費

に関連しての質問です。令和４年度の一人

当たりの診察回数、費用額、保険者負担額

が、前年度から増加となっています。その

理由について教えていただきたい。また、

摂津市の平均が大阪府の平均、そして北摂

の平均と比べてどのようになっているの

か、その差が分かれば教えていただきたい。 

 五つ目、決算書３５ページ、令和４年度

決算の実質収支額が出ております。単年度

収支では赤字となっております。この理由

について改めてお伺いしたい。 

 １回目は以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは、５点のご

質問にお答えいたします。 

まず１点目、国民健康保険料の歳入に占

める割合についてのお問いでございます。

歳入決算額につきましては、９１億２，０

４５万２，４７３円で、そのうち保険料総

額が１７億３，９７２万２，０６７円で、

全体の１９.１％を占めております。 

 続きまして、２点目の歳出と歳入の関係

性についてのお問いでございます。 

 平成３０年度の広域化によりまして、大

阪府全体の保険給付費は大阪府が賄い、市

町村は、大阪府に保険料相当を含めた事業

費納付金を納める仕組みになっておりま

す。その上で、歳出の保険給付費は、主に

歳入の普通交付金、歳出の保健事業は、主

に歳入の特定健診等負担金や特別調整交

付金分、保険者努力支援分などを財源とし、

歳出の事業費納付金は、主に歳入の保険料、

歳出の事務費や人件費などは、歳入の一般

会計からの繰入金が財源となっておりま

す。 

 続きまして、３点目、被保険者数の減少

の要因でございます。 

 委員がご指摘のとおり、令和４年度の平

均被保険者数で見ますと１万６，６０７人

となっておりまして、令和３年度の１万７，
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５８２人から９７５人の減少となってお

ります。こちらの資格喪失の事由としては、

一番の要因は、いわゆる団塊の世代が７５

歳の到達により後期高齢者医療へ移行さ

れたこと、２番目の要因としましては、令

和４年１０月から社会保険の適用拡大が

なされたことによるものでございます。 

 続きまして、４点目の保険給付費に関し

てのご質問でございます。 

 令和４年度の一人当たり診療回数、費用

額、保険者負担額の増加理由、大阪府と北

摂との比較のお問いでございます。 

 委員のご指摘のとおり、療養の給付をベ

ースで申し上げますと、令和４年度の一人

当たりの診療回数は１６．６回、令和３年

度から０．６回の増、それから一人当たり

費用額は４３万３，７９８円と令和３年度

から１万４，８３６円の増、一人当たり保

険者負担額は、３２万８８１円と、令和３

年度から１万１，０６１円の増となってお

ります。 

 この増加の理由としましては、医療の高

度化や高額薬剤の保険適用等がその主な

要因と考えられます。 

 大阪府の平均や北摂の状況につきまし

ては、公表されているデータが令和３年度

が最新でございまして、令和３年度の状況

で、一人当たりの診療回数と費用額につい

て比較した状況を申し上げます。まず一人

当たり診療回数でございますけれども、大

阪府の平均が１６．０回、同じく摂津市が

１６．０回、豊中市が１７．０回、池田市

が１６．２回、吹田市が１７．７回、高槻

市が１７．８回、茨木市が１７．１回、箕

面市が１６．２回となっており、北摂他市

と比較すると本市は比較的低い状況にご

ざいます。 

 次に、一人当たり費用額でございます。

大阪府平均が３９万８，８２５円、摂津市

が４１万８，９６２円、豊中市が４０万６，

２５４円、池田市が４０万７，１１５円、

吹田市が４０万７，８６７円、高槻市が４

３万５，４４７円、茨木市が４２万５，６

５６円、箕面市が３８万５，０４０円とな

っており、北摂他市の中では３番目に高い

状況となっております。 

 最後に、５点目の単年度収支が赤字とな

っている要因でございます。 

 令和４年度の新型コロナウイルス感染

症に係る保険料減免の財政支援がござい

ましたけれども、こちらは特別調整交付金

で措置されることになりました。この特別

調整交付金については、１月から１２月が

交付金算定の対象期間となっており、令和

５年１月から３月の納期限の保険料、期別

で申し上げますと、７期から１０期分、こ

ちらについては、令和５年度、翌年度の特

別調整交付金で交付されるということに

なり、結果として令和４年度の歳入には、

反映されないことになりましたので、この

部分が収支としての主なマイナス要因と

なってございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 ２回目の質問をさせていただきます。 

 １点目、国保の保険料の収支と歳入とで

の保険料の割合についてお伺いさせてい

ただきました。収入が約９１億円あるとこ

ろの保険料が１７億円ほどで、全体の１

９％ほどしか保険料で賄えていないとい

うお話だったと思います。ここに関しては、

こういうのがずっとずっと続いてきてい

る。特別会計なので、市として何ができる

ということはなかなかないとは思います。
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国保の事業運営している側として、８割以

上が保険料以外の財源に頼らないといけ

ない状況にあることについて、どう捉えて

いるのか、教えていただきたい。 

 ２点目、要望としておきます。 

 私、議員になる前、国保は、国保に入っ

ている人の分で運営されていると思って

いました。今お話を聞いていくと、事務費

や人件費等は一般会計からお支払いされ

ています。言ってしまえば社会保険に入っ

てらっしゃる方の住民税とかからも間接

的に使われていると読み解けると思いま

した。制度上は、そうなってしまっている

と理解できるのですが、国保に入っている

人以外の部分でもどんどん費用負担が増

えれば増えるほど負担が増えると思いま

す。できることはしっかりやっていただか

ないといけない、やらないといけないこと

はやっていただきたい。業務の効率化と経

費節減をしっかり進めていっていただき

たい。その観点から要望しておきます。 

 ３点目でございます。 

 被保険者数が１，０００人近く減った要

因について、ご説明いただきました。団塊

世代の方々が後期高齢者医療へ移行され

たとか、社会保険の適用を拡大して被保険

者数が増えたことはある程度理解しまし

た。具体的に分かるのであれば、どれぐら

いの人数なのか、教えていただきたい。 

 ４点目でございます。 

 一人当たりの診察回数が１６．６回で、

前年度より０．６回増えて、令和３年度か

ら医療費自体は１万４，８３６円増えたと

いう答弁をいただきました。令和３年度で

比較すると診療回数自体は大阪府平均と

全く一緒で、北摂他市に比べても低いほう

だという話がありました。一方、費用額で

いえば、平均の数が一緒の大阪府に比べて

高くて、北摂の中でも３番目に高いという

お話をお伺いしました。地域柄というか、

病院が近いであるとか、遠いであるとか、

その辺の関係性はいろいろあるとは思い

ますが、意外と医療費は均一なはずなのに、

市によってこれだけ差があるんだと理解

できました。令和４年度の摂津市民の診療

回数の年平均が１６．６回です。多分最低

はゼロ回と思います。１回も病院に行って

ない方が一人ぐらいいらっしゃると思い

ます。最高はどれぐらいの数がいらっしゃ

るのか、教えていただきたい。 

 続きまして、５点目の質問でございます。 

 先ほど赤字の部分で、今回、制度的な問

題でマイナスになってしまったという答

弁だったと思います。見ていくと、社会保

険の拡大とかも増えて、若い人の脱退とか

医療費の保険者負担はどんどん増えてき

ております。国保も１９％しか保険者負担

がないとはいえ、どんどん生活を圧迫して

逼迫しているお話もよく聞きます。この制

度自体が、なかなか将来について維持でき

ていけるのか、すごく危惧するところです。

市としてどういった見解を持っていらっ

しゃるのか教えていただきたい。 

 ２回目、以上です。 

○増永和起委員長 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは、２回目の

ご質問にお答えいたします。 

 まず１点目、保険料について歳入のうち

２割に満たない、そういう財源の中で運営

をしている状況について、どう捉えている

のかというお問いかと思います。こちらに

つきましては、ご指摘のとおり、国民健康

保険制度につきましては、国民皆保険の基

礎をなすこともございまして、年金生活の

方や、低所得の方の割合も多いことから、

決して強固な財政基盤とは言えないもの
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と認識をいたしております。 

 続きまして、３点目の２回目のご質問で

ございます。 

 被保険者数の減少について、具体的な人

数についてのお問いでございます。こちら

は先ほど１回目で、後期高齢者への移行と、

社会保険適用拡大、この二つが主な要因と

ご答弁させていただきました。まず、後期

高齢者への移行に関しては、団塊の世代が

後期に移行し始めた令和４年度以降、令和

３年度の７５歳到達での脱退に比べます

と、月平均で約３０人、年間にして約３６

０人が純増となっております。 

 それから２番目の要因としまして、社会

保険の適用拡大でございます。こちら適用

拡大となったのが令和４年１０月以降に

なりますので、令和３年度の社会保険加入

による脱退に比べますと、月平均で約１５

人、年間ベースでいいますと、１８０人な

んですけれども、令和４年度については、

影響は半年間ということなので、約９０人

純増となっておりまして、まさにこの部分

が社会保険の適用拡大による被保険者数

の減少部分と考えられます。 

 続きまして、４点目の保険給付に係るご

質問の一人当たり診療回数の最高回数に

ついてのお問いでございます。 

 直近の状況で確認し得る限りにおいて

は、令和４年度の１か月に３０件のレセプ

トが上がっている被保険者がいらっしゃ

ることを確認しております。３０件のレセ

プトのうち、１５件が医療に係るレセプト、

それから残りの１５件が薬剤に係るレセ

プトでございました。この対象の方には、

服薬状況の確認であったり、お薬手帳の利

用、それから服薬に関する不安があれば、

医師、薬剤師等への相談を勧める案内をさ

せていただいているところでございます。 

 最後、５点目の国保制度の将来について、

その行く末についてのお問いでございま

す。 

 繰り返しになりますけれども、医療面で

見ますと高額医薬品の保険適用、それから

医療の高度化等もございまして、一人当た

りの医療費は増加傾向が続いております。

それゆえ国保財政への影響は当面続くこ

とが予想されます。非常に厳しいところで

あると捉えております。そのため、これま

で以上に、広域化を推進して、より多くの

支え手で連携して、安定的かつ持続可能な

健康保険制度の構築をしていかなければ

ならないと認識しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。 

 ３回目は全て要望で終わります。 

 １点目、割合についての質問をさせてい

ただきました。８割以上、保険料外の部分

で財源を頼らないといけない、決して強固

な財政基盤ではないという見解を教えて

いただきました。おっしゃるとおり、市単

独で到底できるような事業ではなく、いろ

んな手助けというか、いろんなお金が入っ

ている部分であります。ただ続けていかな

いといけない事業でもあります。平成３０

年度からの国保の広域化に合わせて、毎年

１，７００億円、国による財政支援が実施

されてきたと聞いております。まだまだ足

りていないのも実情で、多分国保の利用者

負担を１００％にしたところで足りない

と思いますので、制度としてなかなかしん

どいと思います。国による公費の拡充等を

増やしていかないと、持続可能は厳しいと

思いますので、引き続き機会を捉えて働き

かけはやっていただきたい。１点目は、こ
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れで終わります。 

 ３点目です。団塊世代の人、そして思い

のほか社会保険の適用拡大で国民健康保

険を抜けられた方が多いという印象を受

けました。拡大によって現代世代が抜けて

しまうと、被保険者にとって社会保険は会

社負担がありますので、いいことだとは思

いますが、残られた保険者の人にとっては、

保険料などに影響が出てくると思います。

令和４年１０月に続いて、令和６年１０月

からも、さらなる対象者の拡大が予定され

ていると聞いております。その辺りの影響

についてはしっかりと注視していただき

たい。持続可能な制度じゃないと絶対いけ

ないものなので、何ができるか、今の段階

から模索していただきたいと要望して終

わります。 

 続きまして、４点目でございます。 

 一人当たり、年間が多分１６．６回です。

それに対して１か月で３０回行っておら

れる方がいらっしゃいます。内訳を見てい

くと、１５件が医療に係るレセプトで、１

５件が薬剤に係るレセプト、最初３０件と

聞いたとき、リハビリか何かなのかと思っ

たんです。薬剤も行かれているということ

は、多分リハビリでもないと思います。土

日、病院がやっていないことを考えると２

３日間平日ある中で１５回は病院に行か

れている計算になると思いました。歯医者

や普通の病院以外でも保険医療適用の部

分があるのはあるんですけれども、それに

してもなかなか多いという印象です。正直

こんなに病院に行くのであれば、入院する

べきと思ったりもします。単純計算で１か

月の抽出、年間ではないとは思います。年

間に直していくと３６０件、３６０回病院

とか薬局に通われています。一人当たりの

平均が摂津市の場合、令和４年度は４３万

円ほどなので、２０倍ぐらいの費用を使わ

れており、高額医療とかもそこまでないと

思いますので、もう少し実際安いとは思い

ます。単純計算、一人で下手したら８００

万円ぐらい使っている計算になると思い

ます。本来、健康リスクの軽減をしていく、

一生懸命自分のリスク軽減で通っていた

だくのは、やっていただかないといけない

と思います。一方、過度な受診をされてし

まうと、それだけ費用負担がほかの健康保

険の加入者の皆さんに影響を及ぼします。

さらにさっき人件費の部分とかにも触れ

させていただきましたが、入っていない方

の部分にも少し影響が出てくる。レセプト

が増えれば増えるほど事務作業は増え、人

件費も少しは増えると予測されます。過度

な部分がないのかどうか、他市の取組も見

ていただいて、医療費適正化をしっかり取

り組んでいただきたい。要望で終わります。 

 ５番目、これも要望です。 

 国保の広域化を今後されていくとお聞

きしました。若い世代がどんどん減ってき

ている中で広域化をしていくべきという

話をされました。大阪府とやっていくのは

認識していますが、負担割合とかを聞いて

いくとなかなかしんどいと思います。持続

可能が一番だと思いますので、国民皆保険

と掲げたからには、明日からやめる、来年

からやめることは絶対できないわけです。

国とか、そういう一本化でやっていく必要

性もあると思います。大阪府と市町村、連

携をしっかりしていただいて、広域化すれ

ばするほど、市民の声は届きにくくなる可

能性もあります。その辺りもしっかりやり

つつ、さっき言わせていただいたような事

務的な盲点もないように、一つ一つ解決し

ていただきたい。そして、絶対なくならな

いように推進していただきたいと要望し
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て、私の質問を終わります。 

 以上です。 

○増永和起委員長 暫時休憩します。 

（午後３時 ５分 休憩） 

（午後３時２９分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 三好委員の質問が終わりました。 

 ほかにありませんか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 私は、三つ質問させてい

ただきます。 

 まず、決算概要２１０ページ、保険給付

事業の出産育児一時金についてです。 

 その内容と、令和４年度の支給実績につ

いてお聞きをします。また、前年度と比較

をいたしまして減少していると思います

ので、その要因についてお聞きします。 

 ２番目は、決算概要２１２ページ、特定

健康診査等事業です。 

 特定健康診査等委託料について、令和４

年度の特定健診の受診について、どんな取

組をされたのか、お答えをいただきたい。 

 決算概要２１２ページ、保険事業の糖尿

病性腎症重症化予防事業委託料です。 

 以前、何度か質問させていただいており

ました。令和４年度の保健指導に係る取組

実績についてお答えいただきたい。 

 以上、三つです。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 畑原課長 

○畑原国保年金課長 それでは、福住委員

の３点のご質問のうち、一つ目の出産育児

一時金についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 出産育児一時金につきましては、被保険

者が出産したときに、当該被保険者が属す

る世帯の世帯主に対し、令和４年度では産

科医療保障制度の掛金を含めた最大４２

万円を支給する制度でございまして、令和

５年度からは最大で５０万円となってお

ります。 

 令和４年度につきましては、窓口での差

額支給分を除き、５６件の申請があり、支

給実績としては２，３８４万６，８６０円

でございました。 

 前年度の令和３年度は６１件の申請で、

２，５９４万８，９７６円でしたので、５

件、２１０万２，１１６円の減少となって

おります。 

 出産育児一時金の申請数については、対

象者が限定的であり、必ずしも出生数の傾

向と同じ傾向を示すものではございませ

んが、支給実績が減少した主な要因としま

しては、若年者層を中心に少子化の影響も

あり、さらには社会保険の適用拡大など、

被保険者数そのものの減少傾向が続いて

いることが挙げられます。 

 加えて、コロナ禍の経験から安心・安全

に子育てができる社会環境に対する心理

的な不安などが結果として反映された部

分もあるのではないかと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 福住委員のご

質問のうち、２番目と３番目の保健事業に

関するご質問にご答弁申し上げます。 

 まず、２番目の令和４年度の特定健診受

診状況についてです。 

 令和４年度の受診率としては、暫定数値

となりますが、３１.４％であり、例年の

傾向から考えますと、最終的な法定報告値

としては３３％前後に落ち着く見込みで

ございます。 

 近年で一番受診率が高かった令和元年

度が３１.５％でございますので、令和元

年度と比較しても、受診率は上昇する見込
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みです。 

 これはコロナ禍からの回復もあります

が、令和５年２月に３回目の実施となる新

鳥飼公民館と別府コミュニティセンター

において、出張特定健診を実施したこと、

また、実施項目を満たしていれば、職場健

診や人間ドックの結果を提出することで

特定健診の受診とみなすことができます

ので、電話等で特定健診の受診勧奨を実施

する際の健診結果の提供案内の実施等が

受診率の上昇につながったと考えており

ます。 

 次に、３番目の糖尿病性腎症重症化予防

の保健指導に関する取組実績についてで

す。 

 令和４年度につきましては、摂津市保健

センターに保健指導と、前年度以前の糖尿

病性腎症重症化予防事業の参加者へのフ

ォロー事業として、栄養指導を委託してお

ります。 

 抽出条件に該当している国保被保険者

の方に案内を送付し、本人の参加希望意思

の確認と、主治医から事業参加の同意が得

られた１１名の方に対し、面談や電話等で

の保健指導等を実施いたしました。 

 １年目の方を対象とした保健指導につ

いては、半年間を基本に例年９月頃の実施

前の面談から始まり、翌年３月にかけ、面

談３回、電話３回をベースに対象者の日常

生活面での指導、助言を行っております。 

 栄養指導については、２年目の方に夏季

から年度末にかけ５回のからだ改善教室、

こちらは料理教室と座学の組み合わせで

す。 

 ３年目の方に、２回のからだ改善教室フ

ォロー講座、こちらは体操と座学の組み合

わせを実施しております。 

○増永和起委員長 答弁が終わりました。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございます。 

 出産費用の状況についてお聞きをしま

した。内容と支給実績、そして昨年との比

較、減少している要因は被保険者の数が減

少しているということでありました。 

 若年が減少しているのは、本当にこれか

らいろんなところで影響していく傾向と

思います。 

 全国の出産費用を比較すると、金額にと

ても差がありまして、都市部、特に大都市

では５０万円を超える費用になっている

地域があります。そういったことから、令

和５年度からは一時金の支給上限額も増

減をされていくことになりました。経済的

な要因も大きいと考えております。 

 現状、一般的に出産費用、どれぐらいか

かっているものなのか、把握をされている

範囲で教えていただきたい。そして、出産

費用と出産育児一時金の上限額５０万円

を比較して、どのように考えておられるの

かお聞きします。 

 それから、特定健診の受診状況が、一番

よかった令和元年度３１.５％から、回復

基調にあり非常にいい傾向と思います。そ

の大きな取組として、新鳥飼公民館と別府

コミュニティセンターで出張特定健診を

実施されたことが、受診率を上げたんだろ

うというお答えをいただきました。 

 令和４年度の出張特定健診がどんな内

容であったか、内訳や傾向性などをお聞き

します。 

 それから、糖尿病性腎症重症化予防事業

です。この事業についての保健指導にかか

る取組を３年間、じっくりと指導していた

だけるということです。食事、運動であっ

たり、日常生活の改善を実施されることで、

改善に進んでいくということです。受診さ
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れた方も３年間一生懸命取り組んでくだ

さると思います。それについてはよく分か

りました。 

 私も以前、本委員会でいろいろ聞いたこ

とがあります。糖尿病性腎症あるいはその

疑いのある方が、重症化リスクを抱えてい

る状態であるにもかかわらず、病院に行か

れていない。そういった方に対してアプロ

ーチをしていくとの答えがあったと思い

ます。医療機関への受診勧奨のご案内を送

付されていると聞いたと思います。令和４

年度の状況についてお答えいただきたい。 

 以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 畑原課長 

○畑原国保年金課長 それでは、２回目の

ご質問にお答えいたします。 

 一つ目の出産育児一時金に関してのご

質問でございます。 

 現状の出産費用の状況、それから上限額

が改定されたことに対しての評価でござ

います。 

 一般的な出産費用についてでございま

すけれども、厚生労働省によりますと、令

和４年度の室料差額代等を除く正常分娩

に係る費用額、こちらにつきましては全国

平均で１児当たり４８万２，０００円で、

令和３年度からは約１万円の増加となり、

年々増加している傾向があることを確認

しております。 

 令和５年度から、平均的な標準費用が全

て賄えるように増額するというのが国の

方針でございまして、それに基づいて、出

産育児一時金が出産費用の平均を上回る

額での支給となっております。これについ

ては出産に要する経済的負担を軽減し、出

産を支援する目的での給付が一定可能と

なったものと認識をしております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 ２回目のご質

問のうち、２番目と３番目のご質問にご答

弁申し上げます。 

 まず、２番目の出張特定健診についてで

す。令和４年度は新鳥飼公民館での受診が

１０５名、別府コミュニティセンターでの

受診が８５名の計１９０名が出張健診を

受診されました。 

 このうち、令和３年度、令和４年度の２

か年連続で出張健診を受診された方は６

６名で、出張健診受診者の約３５％が２回

連続の健診受診となり、継続的な健診受診

機会の確保につながっていると考えられ

ます。 

 また、令和４年度出張健診受診者１９０

名のうち、半数以上となる９６名が令和３

年度健診未受診者であり、地域に出向き、

健診受診機会を設定することが多くの方

の受診につながっていると考えておりま

す。 

 今後も、受診機会の掘り起こしや、継続

受診の機会確保につなげるため、出張健診

を継続して実施してまいります。 

 次に、３番目の糖尿病性腎症あるいは疑

いのある方で病院を受診されていない方

への取組状況についてです。 

 取組状況としては、重症化リスクの可能

性がある方として、過去に糖尿病の治療歴

がある方で、現在、治療を中断している方

や、病院の受診データはないものの、健診

データのある方について、健診結果の空腹

時血糖、ＨｂＡ１やｅ－ＧＦＲの数値など

から対象者を抽出しております。 

 令和３年度末時点のデータから糖尿病

性腎症あるいは疑いのある方で、重症化リ

スクの可能性がある方、合計６４名の方に
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対し、医療機関への受診勧奨のご案内を送

付いたしました。 

 その後、令和５年７月にレセプトデータ

を確認したところ、８名の方について、糖

尿病関連のレセプトデータが上がってき

ており、医療機関への受診につながったこ

とが確認できております。こうしたポピュ

レーションアプローチについては、今後も

継続して実施してまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 答弁が終わりました。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございまし

た。 

 出産について平均４８万円という額か

ら見れば、令和５年度から５０万円になる

ことは本当に大きく改善されていくと感

じるところであります。 

 さっきも言いましたけど、本当に少子化

問題、とにかく子どもを産んでもらいたい。

結婚に対する考え方もいろいろ変わって

きており、高齢出産もいろいろと最近は変

わってきております。私たちの会派は妊娠

から出産、そして育児に対する支援という

のに一生懸命取り組んでまいりました。摂

津市でも様々な支援を組んでくださって

いることに本当に感謝します。出産にかな

りの費用がかかることから、少しでも経済

的な負担を軽減できることが大切であり

ます。 

 今、妊娠を報告すると５万円、出産しま

したら５万円という応援給付金も出てま

いりました。全世代対応型の持続可能な社

会保障制度を構築するため、健康保険の一

部改正の法律の施行に伴って、産前産後の

保険料免除の制度も今後予定をされてい

るとも聞いております。対象となる方には

しっかりと適用していただくように、手続

の準備を怠ることのないようによろしく

お願いをいたしまして、出産育児一時金に

ついての質問は終わらせていただきます。 

 それから、特定健診につきましては、勧

奨を送ったこと、出張健診をやったことで

２年連続受けてくださる方、新規での受診

者も出たという大変いいことと思います。 

 出張特定健診の受診者の傾向をお答え

いただきました。生活圏内でしかも知って

いる場所で受診しやすい環境をつくるこ

とが、大変効果があると感じます。 

 そういう意味で、以前、一般質問で特定

健診の受診率を上げるため、人が集まる場

所でできませんかと聞いたことがありま

す。例えばスーパーマーケットの大きな駐

車場でやったらどうですか、買物ついでに

健診を受けましょう、献血ではないんです

けども、皆さんがよく行くところにあれば

と随分前に言ったことがあります。そこで

安威川公民館を出張健診場所に検討して

いただきたいと要望したと思います。 

 ほかにも公民館等いろいろございます。

地域的に考えて、安威川公民館もぜひ出張

先として加えていただきたいことを要望

させていただきます。 

 生活習慣病の予防をはじめ、被保険者の

方々に必要な支援を行うには、健診結果が

たくさんあることがいいと思います。そう

いった結果がないと、なかなかどんなこと

をしたらいいのかが見えてこないと思い

ます。ぜひとも未受診者対策にはこれから

も注力をしていただいて、受診者の増加に

取り組んでいただくよう、よろしくお願い

をいたします。要望といたします。 

 それから、糖尿病性腎症重症化予防事業

です。医療機関未受診者の糖尿病の疑いの

ある方が、受賞勧奨の案内を受けて病院に
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行かれ、結果が見えてきたということであ

りました。 

 以前、がん検診も受診率を上げるため、

受けたくなるような質問表みたいなもの

を送ってくださったことがあります。ただ、

こういう制度がありますという案内では

なく、あなたはどの病気が気になりますか

ということから始めて、では受けようと誘

導していく葉書です。そういったことをし

ていくことで健康に対する取組方、入り方、

導入部分です。そういったことを、これか

らも様々な形でやっていただきたい。 

 人工透析に移ってしまいますと、多額の

医療費や継続的な治療がかかります。当然、

患者も大変ですけど、全体的な被保険者の

負担も増えてまいります。以前、摂津市に

糖尿病透析専門の病院ができ、そこに住居

を構えるようなことがあったらどうする

のかと話をさせてもらったことがありま

す。本当に多額な費用がかかることに対し

てしっかりと未然に、どれだけ予防できる

かが本当に大事だと思います。 

 その点を踏まえ、データヘルス計画で挙

げられている糖尿病性腎症重症化予防、慢

性腎臓病アプローチなど、重症化予防のア

プローチは非常に重要だと考えておりま

した。これからもしっかりと継続をしてい

ただいてレセプトのチェックを、よろしく

お願いします。 

 以上で終わります。 

○増永和起委員長 福住委員の質問が終

わりました。ほかにありますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 それでは決算概要で質問

させていただきます。 

 ２１２ページ、特定健康診査等事業です。

福住委員からの質問で、コロナ前と比べて

増えているようであり、コロナが要因では

ないというご答弁であったと思います。そ

の中に人間ドックの助成金があります。人

間ドックに関してはどうなのか教えてい

ただきたい。 

 保健事業の若年者健診の委託料です。こ

の若年者の検診はコロナと比較をして、ど

ういう状況になっているのか教えていた

だきたい。 

 療養費適正化推進業務委託料です。残額

が３７万９，０００円、なぜ残額が出てい

るのか説明をいただきたい。 

 ヘルスアップ事業委託料９７万９，２１

１円で、残額が出ています。その点なぜか

ということで説明をいただきたい。 

 以上です。１回目終わります。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 畑原課長 

○畑原国保年金課長 それでは、４点のご

質問のうち、私から３点目の療養費適正化

推進業務委託料の執行率の状況がどうな

のかというお問いに答弁させていただき

ます。 

 こちらの業務委託については、柔道整復

等の療養を長期的、または施術頻度の高い

等の被保険者に対して文書照会等の調査

を委託するための費用でございます。内容

としましては、柔道整復等のレセプトデー

タから、３部位以上負傷されている方であ

ったり、３か月以上の長期で継続して施術

を受けられている方、１か月当たり１０回

以上、施術を受けられている方、そういっ

た抽出条件を基に調査の対象者として１

３０人の方に対してアンケートを実施す

るものでございます。 

 もし、実際には受けていないけれども、

施術したとして上がってきているとか、そ

ういったことがあれば、大阪府なり近畿厚

生局に情報提供を行う、もしくは保健指導
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で訪問する、その為の委託料でございます。 

 こちらについては、執行率としては二十

数％になっておりまして、この要因としま

しては、予算が５０万円に対して該当する

業者の見積りを取らせていただくと、この

業者間での金額的な差異がございます。一

番高いところをベースに予算措置をさせ

ていただいている関係で、今回、実際に委

託を受けた業者が、この１２万１，０００

円の金額になったというところで、競争原

理の結果、予算額との乖離が発生したとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 森西委員の４

点のご質問のうち、保健事業に関する３点

のご質問にご答弁申し上げます。 

 まず１点目、人間ドック助成の令和４年

度実績と、コロナ禍前との比較についてで

す。 

 令和４年度の人間ドック申請件数は１

５９件でございました。令和元年度の申請

件数は９２件であり、コロナ禍以前と比較

して、助成件数は増加している状況でござ

います。 

 続いて２点目、若年者健診の令和４年度

実績とコロナ禍前との比較についてです。 

 令和４年度の受診者数は１４１名で、受

診率は４.６％であり、コロナ禍前の令和

元年度の受診者数は１３６名、受診率が４.

１％でありましたので、受診者数、受診率

ともに増加している状況でございます。 

 続いて４点目、ヘルスアップ事業委託料

の内容と残額が出ている理由についてで

す。 

 ヘルスアップ事業委託料には、スマホｄ

ｅドックという送付型自己採血キットを

使用した若年者向けセルフ健康チェック

事業委託料と、特定保健指導未利用者対策

事業委託料の二つの取り組みがございま

す。 

 このうち、スマホｄｅドックは単価契約

であるため、被保険者数減少による対象者

数の減少や検査数が想定より少なくなっ

たことが、残額が出ている要因であると考

えております。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 三好委員のときに被保険

者数が減少している要因などをご答弁い

ただきました。団塊世代の方が後期高齢へ

の移行と社会保険の適用拡大で国保の被

保険者が減っているということでありま

した。そうすると、将来の国保はどうなっ

ていくと考えているのかお聞かせをいた

だきたい。 

○増永和起委員長 畑原課長 

○畑原国保年金課長 それでは、２回目の

ご質問にお答えいたします。 

 国保の将来像といいますか、先々どうな

るのかでございます。 

 １回目で、各種保健事業であったり医療

費適正化の取組ついてご答弁をさせてい

ただきました。この間、新型コロナウイル

ス感染症の流行下においては、国民健康保

険制度そのものは、まさに国民の生命と健

康を守る医療制度の支えとして、国民皆保

険制度の重要性が再認識されたところで

あると思っております。 

 コロナも一定落ち着いて、先ほどの保健

事業の進捗状況等を答弁させていただき

ましたとおり、一定、コロナ禍前の水準を

も上回るようなものも取組の内容によっ

てはあるというところで、感染症の影響が

終息に向かうにはもっと年数がかかるの

ではないかということを、当時は話として

聞いていた気もします。その意味では、大
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分コロナ禍前に状況が戻ってきたことに

ついては、良かったと実感しております。 

 今後についてでございます。繰り返しに

なるかも分かりませんけれども、本市も、

そういった国民皆保険制度の国保を運営

しているわけですが、高齢化の進展により

まして、医療費水準も高く、構造的な課題

を抱えております。 

 先ほどの三好委員のご質問にご答弁さ

せていただいたように、広域化の推進は当

然なことでしっかりと進めていくという

ところと、この保健事業もそうですし、医

療費適正化についても、これまで以上に力

を入れて取り組む必要があると認識して

おります。これまでの取組をしっかり検証、

改善を図りながら、被保険者の健康増進を

図って、最終的には医療費の抑制につなげ、

持続可能な制度として、これからも国民皆

保険制度を維持していかないといけない

と認識しているところでございます。 

 以上です。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 保険給付は医療機関がそ

の地域で発達していると、保険給付の額が

多くなると言われています。 

 医療機関が近くにないと、医療控えをし

て保険料の給付が伸びないと言われてい

ます。摂津市においては、国循が来て、北

大阪健康医療都市ということで進めよう

としているわけです。都市部ですから医療

機関は近くにあって、医療にかかるのは多

くなります。そこは国循と連携をしながら、

国保の保険給付を少なくしていく取組を

していくとか、国保だけじゃなく、社会保

険を含めて全体で医療機関にかかる部分

を少なくしていく取組とか、ぜひとも考え

ていただきたい。摂津市としては、国循が

来て、施策として進めようとしているわけ

です。数字として明らかに見える形を残し

ていただきたい。例えば、摂津市に住むと

健康になる、だから、国循と様々な取組を

して、摂津市の住民になると、元気で生活

ができるというところをつくっていただ

きたいので、よろしくお願いします。頑張

っていただきますようによろしくお願い

します。 

 以上で質問を終わります。 

○増永和起委員長 森西委員の質問が終

わりました。 

 ほかにありますか。 

 光好副委員長。 

○光好博幸委員 それでは、私から質問は

二つです。 

 まず、質問番号１、決算概要、２１２ペ

ージ、保健事業全般についてです。さっき

のご答弁と重複する部分もあろうかと思

いますが、ご容赦ください。 

 令和４年度も各種保健事業が展開され

たかと思います。先ほどの特定健診もベー

スにあるデータヘルス計画について、令和

４年度全般の取組状況はどうだったのか、

もう一つは、令和３年度と比較してどうだ

ったのか、お聞かせください。 

 質問番号２、決算概要２１２ページ、事

務報告書２１６ページです。先ほどもあり

ました特定健康診査等事業の人間ドック

です。先ほど件数のお話がありました。助

成金で見ますと、昨年度から増額されてお

ります。令和４年度の実績と、増加した要

因について１回目にお聞かせください。 

 以上です。 

○増永和起委員長 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 保健事業に関

する２点のご質問にご答弁申し上げます。 

 まず、１点目のデータヘルス計画の令和

４年度の取組状況についてです。 
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 現行の第２期データヘルス計画は、計画

期間が平成３０年度から令和５年度の６

年間となっており、令和４年度は計画５年

目の年に当たります。 

 同計画では、腎不全、糖尿病、高血圧な

ど本市の主要な健康課題に着目した主要

１０事業を展開しております。 

 国保年金課所管の取組について申し上

げますと、特定健診受診率は、福住委員へ

のご答弁もさせていただいたとおり、令和

３年度の３０.３％から、暫定値ではござ

いますが３１.４％となり、１.１ポイント

の上昇、若年者健診受診率は、令和３年度

の４.３％から４.６％と、０.３ポイント

上昇しております。 

 また、非肥満血圧高値者・血糖高値者受

診勧奨の取組では、医療機関受診率が令和

３年度の６７.９％から６０.３％と７.６

ポイント減少したものの、特定保健指導の

実施率については、令和３年度の４３.

８％から５２.８％と９ポイントの上昇と

なっております。 

 そのほか、糖尿病性腎症重症化予防事業

では、令和３年度、４年度ともに新規人工

透析移行者数がゼロ人となっております。 

 また、ジェネリック医薬品差額通知の取

組においても、普及率は令和３年度の８１.

２％から８２.１％と０.９ポイント上昇

しております。 

 このように、令和２年度、令和３年度と

続いたコロナ禍の影響からの回復を示す

ように、個別保健事業の取組の多くが令和

３年度の実績を上回る結果となっており、

計画に基づいた保健事業の展開が一定図

られていると考えております。 

 次に、２点目の人間ドック助成について

です。 

 件数につきましては、森西委員へご答弁

させていただきましたとおり、令和４年度

の人間ドック助成件数は１５９件、助成額

については４０４万７，２８０円でござい

ました。 

 被保険者数が減少している状況ではご

ざいますが、助成件数は、令和３年度から

１３件増加しました。これは、制度周知を

図るべく、４月の特定健診のご案内での周

知はもとより、７月の高齢受給者証、１０

月の被保険者証の一括更新時には、助成制

度のチラシを同封するとともに、窓口案内

モニターでのお知らせや自治会回覧、地域

福祉通信等での周知に取り組んできた結

果と考えております。 

 今後も機会を捉え、被保険者全体への周

知を図ってまいりたいと思います。 

○増永和起委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 それでは、２回目です。 

 質問番号１、令和４年度の保健事業全般

について、重複するところもあったかと思

いますけど、お聞かせいただきました。あ

りがとうございます。 

 コロナ禍との比較、令和３年度から個別

保健事業は前年を上回る結果であったと

理解しました。 

 これらの実績を踏まえ、令和５年度が最

終年度になる第２期データヘルス計画を

総括されていると思います。その状況につ

いてお聞かせいただきたい。また、次期計

画の策定についての流れ、あるいは今後の

方向性、現在分かる範囲で結構ですので、

お聞かせいただきたい。 

 続きまして、質問番号２です。人間ドッ

ク助成金の令和４年度の実績と増加要因

をお聞かせいただきました。これも若干重

複しておりましたけど、結局のところ、制

度利用の周知に力を入れたのも要因の一
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つと認識いたしました。また、被保険者が

減少している中で、助成件数が１３件増え

ていると理解いたしました。 

 本市において、この助成金は、以前も触

れさせていただきましたけれども、令和２

年度より助成金が拡充され、１万３，００

０円が２万６，０００円にされていたかと

思います。人間ドック受診件数を増加させ

ていくためには、これから様々な工夫が必

要と考えます。先ほどのご答弁にもありま

したように、引き続き制度の周知を図って

いくのが一つの手だと考えておりますの

で、ぜひ力を入れて、どんどん受診者数を

増やしていく観点に立って取り組んでい

ただきたい。 

 ２回目、近隣他市、特に北摂各市の取組

内容がもし分かっておられましたら、ご答

弁いただきたい。 

 以上です。 

○増永和起委員長 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 ２回目のご質

問にご答弁申し上げます。 

 まず、１点目の第２期データヘルス計画

の総括と次期計画策定についてです。 

 第２期データヘルス計画の総括につき

ましては、計画策定の基準となった平成２

８年度の実績値をベースラインとして、関

係課、関係機関への照会を通じて、取り組

み実績、計画の見直しの必要性、今後の方

向性等について評価を実施しているとこ

ろでございます。 

 主だった事業の実績値の増減について、

平成２８年度と令和４年度を比較して申

し上げますと、特定健診受診率は暫定値で

ございますが０.９％、特定保健指導の実

施率は９％と、ともに上昇となっているほ

か、若年者健診受診率、非肥満血圧高値者・

血糖高値者受診勧奨における医療機関受

診率、ジェネリック医薬品差額通知の取組

におけるジェネリック医薬品利用率が上

昇しております。 

 最終的な目標値には届いていない事業

もございますが、個別保健事業の取組の多

くで実績値を上昇させた結果となりまし

た。 

 次期計画の策定に係る流れや今後の方

向性につきましては、第２期データヘルス

計画期間中の取組内容の評価結果に基づ

き、効果が出ている事業のさらなる推進や、

計画期間中に実施方法を変更した事業の

見直し等を踏まえまして、現在、次期計画

となる第３期データヘルス計画の素々案

を作成しているところでございます。 

 その他、国保運営協議会、健康づくり推

進協議会、保健事業支援・評価委員会等で

有識者の皆様にご説明し、いただいたご意

見を踏まえながら進めております。 

 次に、２点目の人間ドック助成の近隣他

市の状況についてです。 

 人間ドック費用の助成額ですが、吹田市、

箕面市が本市と同じ上限２万６，０００円、

高槻市は上限３万円、茨木市が上限２万円、

池田市が上限１万３，０００円、豊中市で

は経費の７割相当額を上限としていると

聞き及んでおります。 

 また、池田市、茨木市、豊中市、高槻市

では、人間ドック以外にも脳ドック費用を

助成していることを確認しております。 

○増永和起委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございまし

た。 

 ３回目、全て要望とさせていただきます。 

 質問番号１です。 

 第２期データヘルスの計画期間中の取

りまとめ状況と第３期データヘルス計画

の策定までの流れについてお聞かせいた
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だきました。ご丁寧にありがとうございま

す。よく分かりました。 

 データヘルス計画は、レセプトデータ並

びに健診データなどで様々なデータ分析

に基づいて、効果的かつ効率的に保険者が

取り組む計画だったかと思います。 

 既に、取り組まれているとは思いますが、

これらのデータを分析することで、健康課

題などの回収に向けて、事業効果を高めて

いくことが重要であると認識しています。 

 データヘルス計画を含む健康施策の状

況を図る指標として、健康寿命があると思

います。本市の最新データでは、令和３年

度の男性の健康寿命は８０.３歳と思いま

す。全国あるいは大阪府の平均を上回って

いる状況だと聞いております。引き続き、

市民の健康増進、あるいは医療費の適正化

のためにしっかりとデータを分析してい

ただいて、実効性のある計画を策定してい

ただきますようによろしくお願いします。

要望とさせていただきます。 

 続きまして、質問番号２です。 

 人間ドック助成金の近隣他市、北摂の取

組状況についてお聞かせいただきました。

総じて同等水準かと認識しました。しかし

ながら、池田市、茨木市、豊中市、高槻市、

この４市については、人間ドック以外に脳

ドックの費用を助成されています。 

 摂津市のデータヘルス計画によります

と、生活習慣病にかかる医療費のうち、脳

梗塞、脳出血にかかる医療費が比較的多い

と思われます。人間ドック助成金と合わせ

て、他市で取り組まれている脳ドックの費

用助成についてもぜひ前向きに検討して

いただきたい。ぜひよろしくお願いします。 

 また、疾病の早期発見あるいは重症化予

防の観点から、より多くの被保険者の方に、

これから検討していただく脳ドックも含

めて受診を促していく必要があろうかと

思います。ぜひ受診勧奨といいますか、広

く受診していただけるように、さらなる工

夫を図っていただきたい。何回も言います

けど、脳ドックも魅力ある助成になると思

いますので、ぜひ前向きに検討いただきた

い。よろしく願います。 

 以上です。 

○増永和起委員長 光好副委員長の質問

が終わりました。 

  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 次に、認定第８号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 三好委員。 

○三好俊範委員 それでは、後期高齢者医

療特別会計について質問をさせていただ

きます。 

 国保と同じように総論的な話が多いの

ですが、３点ほど質問させていただきます

のでお願いします。 

 まず、一つ目、決算書１３２ページの歳

入の後期高齢者医療保険料についてです。

市で徴収された保険料は、歳出の後期高齢

者医療広域連合納付金を通じて、保険者で

あります大阪府後期高齢者医療広域連合

へと支払われることとなっていると思い

ます。この点、保険者であります広域連合

の歳入に占める各市から集められた保険

料の割合について、１回目、お聞かせいた

だきたい。 

 続きまして、同じく決算書１３２ページ、

歳入の後期高齢者医療保険料です。後期高

齢者医療の保険料には、上限として賦課限

度額があると思います。令和４年度の賦課
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限度額とこれまでの賦課限度額の推移に

ついて、お聞かせください。 

 ３点目、後期高齢者医療保険料の滞納繰

越分保険料の調定額、収入済額を令和３年

度と比較すると、収納率４．６％増となっ

ていると思います。その要因についてお聞

かせください。 

 １回目以上です。 

○増永和起委員長 畑原課長 

○畑原国保年金課長 それでは、三好委員

の３点のご質問にお答えいたします。 

 まず、１点目です。 

 国保同様に歳入に占める保険料の割合

で、保険者である広域連合の歳入に占める

割合というお問いでございます。 

 大阪府の後期高齢者医療広域連合で公

表されております最新の決算が、令和３年

度でございまして、歳入決算額としては約

１兆２，８２５億７，４９９万４，０００

円となっておりまして、このうち保険料に

つきましては、約１，０３３億８，２８５

万３，０００円ということで、占める割合

としましては約８％となっております。 

 続きまして、２点目の賦課限度額に関す

るお問いでございます。 

 後期高齢者医療制度が開始されました

のが、平成２０年度でございまして、その

当時、賦課限度額につきましては５０万円

でございました。それから、この令和４年

度については６６万円と限度額は変わっ

ておりまして、制度当初から比べますと、

１６万円の増額となっております。 

 それから、最後の３点目の滞納繰越分保

険料についての収納率の増の要因という

お問いでございます。 

 後期高齢者医療制度における滞納繰越

分の保険料については、およそ１，３００

万円となっておりまして、こちら決して分

母としては多くないということから、少し

の納付額の上振れが収納率の上昇につな

がったというものでございます。 

 令和４年度は、令和３年度に比べて収納

額としては４９万５，０００円増加し、納

付件数も１２件増加しております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。 

 ２回目質問させていただきます。 

 １回目で聞かせていただきまして、後期

高齢者医療保険として保険料の支払いは

全体の８％、利用者負担は８％なのかと思

います。 

 もちろん１割負担は別であると思いま

すが、それでも８％しか割合としてない、

１割も満たないこの状況では、本当に財政

基盤が不安定だと思います。 

 制度としては、将来的に見ていくと破綻

している制度じゃないのかと思う一方、そ

れでも続けていかないといけないという

すごく難しい問題だと思います。 

 しかしながら、これがずっと続いていく

と、現代世代の負担がどんどん増えてくる

と思います。市として何ができるかってい

うとなかなか難しいところがあると思い

ます。これから先どんどん負担が増えてい

く中で、全世代の方が納得いく制度を、国

としては多分つくっていかないといけな

いと思います。市としてできるところは限

られているとは思いますが、国や広域連合

に働きかけていっていただきたい。要望と

しておきます。 

 続きまして、２点目、医療保険の賦課限

度額の推移についてお伺いしました。制度

当初は５０万円でしたが、令和４年度は６

６万円と１６万円増額がされているとお

聞きしました。 
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 財政的になかなかしんどいので、増やし

ていかないといけないのは理解できると

ころです。今後の見通しが分かれば教えて

いただきたい。２回目です。 

 ３点目の質問でございます。 

 少しの上振れで、４.６％上昇したとい

う答弁だったと思います。収納率が増える

のはすごくいいことだと思うのですが、一

方、滞納された理由についても分析してい

かないといけないと思います。 

 特に高齢者の方は、収入が限られている

部分もあると思います。滞納される方はど

のような方が多いのか、傾向がもし分かれ

ば教えていただきたい。 

 ２回目、以上です。 

○増永和起委員長 畑原課長 

○畑原国保年金課長 それでは、２回目の

ご質問にお答えいたします。 

 二つ目の賦課限度額の今後の見通しに

ついてのお問いでございます。 

 令和４年度、令和５年度につきましては、

６６万円が賦課限度額となっておりまし

て、今後、令和６年度につきましては、７

３万円、その後、令和７年度につきまして

は８０万円ということで、１年に７万円ず

つ段階的に増額となることが示されてお

ります。 

 ３点目のご質問でございます。 

 後期高齢者医療の滞納されている方の

傾向というお問いでございます。 

 こちらにつきましては、あくまでも傾向

にはなりますけれども、７５歳の年齢到達

により後期高齢者医療制度に移行された

方、それから、給与所得等の年金以外の所

得がある方について滞納が多くなる傾向

がございます。 

 ７５歳の年齢到達により、新たに後期高

齢者医療制度に移行された方については、

それまで年金からの天引きという特別徴

収であっても、一旦普通徴収に変更になる

ため、うっかり忘れ等により滞納になりや

すいことがあります。 

 また、給与所得等の年金以外の所得があ

る方については、普通徴収での納付が多く

なる傾向がございます。いずれも共通して

普通徴収ということで、特別徴収のみの方

に比べると滞納に結びつきやすくなって

いると考えられます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。 

 ３回目でございます。 

 賦課限度額が令和６年度で７３万円、令

和７年度では８０万円と、７万円ずつ結構

な金額がどんどんと上がるということで

す。 

 ３問目の質問でもありましたが、未納者

のうっかり忘れが多いという話の中、この

２年で１４万円上がるのは、そういうとこ

ろにつながりやすいと思います。 

 加えて、７万円ずつ上がるのは、賦課限

度額ですのである程度収入のある方で、一

番てっぺんの部分だと思います。収入があ

るからこれだけ払えると思います。人生設

計していく中で１４万円という金額はす

ごく大きい金額で、当初の制度設計の部分

から、３０万円値上がりしているわけです。 

 これから先、現状でも８％しか負担割合

を補えていないので、これからもどんどん

多分上がっていくと安易に想像できます。 

 そういった金額を抑えるってなかなか

厳しいと思います。せめて周知の仕方はし

っかりしていただきたい。 

 将来設計を考えて、年間計画とか考えて

いる方もいらっしゃるかもしれませんし、

今年はこれだけお金を用意してこういう
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ことをしたいと考えてらっしゃる方もい

ると思います。 

 しかしながら、将来においてどんどん上

がっていく中、なかなか計画が実行できな

いこともあると思いますので、分かってい

ることがあれば、未来設計についてもしっ

かり周知、告知していただきたいと要望し

て、質問を終わります。 

 続きまして、３点目です。普通徴収に移

るのでうっかり忘れが多いというお話で

した。本当にそうだと思います。さっきも

言いましたけど、金額も上がるにつれて、

そういう方もすごく多くなってくる。 

 さっき賦課限度額の上限の方の話だけ

しましたけど、普通に払っていた方も恐ら

く少しずつ上がっていくと思います。そう

いううっかり忘れはどんどん多くなって

いくと思います。それで徴収できなかった

金額は結構あるわけで、不納欠損として上

がってくる部分も多くあります。 

 徴収できなかった保険料は、次の世代の

保険料上昇にどんどんつながっていくと

思っております。 

 これは国保年金課だけの話ではないの

ですが、国保とか介護とか含めて、少しで

も納めるものは納めていただく、無理して

いる理由がある人はあるとは思います。う

っかり忘れは本当に少しでもなくしてい

ただいて、徴収率をしっかり上げていただ

くよう対策に取り組んでいただきたいよ

う要望して、私の質問を終わります。 

○増永和起委員長 三好委員の質問が終

わりました。 

 ほかにございますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 令和４年度、被保険者数も

増えている。これは団塊世代の方が後期高

齢に入ったということです。令和４年度、

例えば、大阪府から後期高齢の会計は、ど

う将来なっていくのかを摂津市に話があ

るのかです。後期高齢の会計がどういう見

通しをされているのか、大阪府でそういう

数字は出ているのか教えていただきたい。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは、森西委員

のご質問にお答えいたします。 

 後期高齢者医療制度の将来について、広

域連合が保険者として健康保険の運営を

市とも連携しながらやっている状況でご

ざいます。会計の持ち方であったり、先々、

これだけ医療費が増えていくというとこ

ろで、具体的な体制の動きについて、実際、

大阪府から、こういう将来像を描いている

といった提示を現時点で受けているわけ

ではございません。 

 ただ、広域連合の人口推計といいますか、

先々の後期高齢者の被保険者数の状況と

して大阪府内全体で後期高齢者の人数と

しては、２０３０年には、最大で１５５万

人程度と見込まれていると聞いておりま

す。概算の推計にはなってきますけれども、

これは人口案分で本市の人口規模に当て

はめると、単純な計算としてでは１万４，

０００人程度にはなるのかと思っており

ます。 

 それだけ後期高齢者の方が増えていく

という中で、委員がおっしゃるように、ど

うやって運営していくのかと、そういう体

制も含めてどうなるのかというところで、

我々も、その辺りはしっかりと確認してい

かなければならないと思っているところ

でございます。 

 以上です。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 令和４年度末で１万２，０
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００人ですから、１万５，０００人であれ

ば、３，０００人ほど今から増えるという

概算になります。そこは大阪府の後期高齢

から、この金額示され、それを納付するだ

けと現実的にはなっています。そこのとこ

ろを抑制していただく、全体の金額を削減

いただく努力を要望していかなければな

らないと思います。そのところは、また担

当課で検討いただいて、大阪府に、ぜひと

も要望していっていただきたい。なかなか

大阪府の方から情報も来てない状況みた

いです。まずは、しっかりと計算をいただ

いて、その情報を示していただくよう、本

市としては、要望していくべきだと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○増永和起委員長 森西委員の質問が終

わりました。 

 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 本日の委員会はこの程度にとどめ、散会

をいたします。 

（午後４時３５分 散会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り、署名する。 
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